
 
 
 

５－１ 静岡県建設工事成績評定要領 

 

静岡県建設工事成績評定要領 

（目 的） 

第１条 この要領は、静岡県が発注する建設工事に係る工事の成績評定（以下｢評定｣

という。）について必要な事項を定め、厳正かつ的確な評定の実施を図り、もって

受注者の適正な選定及び指導育成に資することを目的とする。 

（評定の対象） 

第２条 評定の対象は、１件の当初契約金額が 500 万円以上の建設工事とする。 

（評定の内容） 

第３条 評定は、工事の施工体制、施工状況、出来形、品質及び出来ばえ等について

行うものとする。 

（評定者） 

第４条 評定を行う者（以下｢評定者｣という。）は、静岡県工事検査要領に定める検

査員（以下｢検査員｣という。）及び静岡県工事監督要領に定める監督員（以下｢監督

員｣という。）とする。 

（評定の方法） 

第５条 評定は、監督、検査等その他必要な事項について、工事ごと、評定者ごとに

独立して的確かつ公正に行うものとする。 

２ 評定の結果は、工事成績採点表（様式第１）に記録するものとする。 

（評定の時期） 

第６条 検査員は、検査が終了したとき、監督員は、工事が完成したとき、それぞれ

評定を行うものとする。 

（採点表の提出） 

第７条 評定者は、評定を行ったときは、遅滞なく契約担当者に提出するものとする。 

（評定の結果の通知） 

第８条 契約担当者は、評定者から工事成績採点表の提出があったときは、遅滞なく、

その結果を当該工事の受注者に対して、工事成績評定通知書（様式第２）により通

知するものとする。 

（評定の修正） 

第９条 契約担当者は、前条の通知をした後、当該評定を修正する必要があると認め

られる場合は、修正しなければならない。 
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２ 契約担当者は、前項の修正を行ったときは、遅滞なく、その結果を当該工事の受

注者に対して、工事成績評定通知書により通知するものとする。 

（説明請求等） 

第 10 条 第８条又は前条第２項による通知を受けた者は、通知を受けた日から起算

して 14 日（休日を含む。）以内に、書面により通知を行った契約担当者に対して、

評定の内容について説明を求めることができる。 

２ 契約担当者は､前項により説明を求められたときは、書面（様式第３）により回

答するものとする。 

（再説明請求等） 

第 11 条 前条第２項の回答を受けた者は、説明に係る回答を受けた日から起算して

14 日(休日を含む。）以内に、書面により契約担当者に対して､再説明を求めること

ができる。 

２ 契約担当者は、前項による再説明を求められたときは、工事成績評定評価委員会

の審議を経て、書面（様式第４）により回答するものとする。 

（工事成績評定評価委員会の設置） 

第 12 条 前条第２項に規定する工事成績評定評価委員会に関し必要な事項は、別に

定める。 

 

 附 則 

 （施行期日） 

１ この要領は、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。 

 （土木工事成績評価要領等の廃止） 

２ 次の要領等は、廃止する。 

 （１）土木工事成績評価要領 

 （２）土木工事成績評定基準 

 （３）土木工事技術的難易度評定基準 

 （４）土木工事成績評価通知規定 

 （５）土木工事成績評定基準等の留意事項 

 （６）建築・設備工事成績評価要領 

 （７）建築・設備工事成績評定基準 

 （８）建築・設備工事技術的難易度評定基準 

 （９）建築・設備工事成績評価通知規定 

 （10）建築・設備工事成績評定基準等の留意事項 

 （11）工事成績が特に劣るものの措置について(平成 16年 7月 28 日建技第 246 号) 

３ この要領は、令和２年 4月 1日から施行する。 

 （考査項目[法令順守等]改正に伴う改正） 
４ この要領は、令和４年１月１日から施行する。 
 （押印廃止） 
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様式第３ 

 

第     号 

年  月  日 

 

 

 

        様 

 

契約担当者 

 

工事成績評定に係る説明書（回答） 

 

    年 月 日付けで貴社から説明を求められました評定内容について、下記のと

おり回答します。 

 本説明書に疑問があるときは、その疑問の旨を付して、この書面の回答を受けた日か

ら起算して14日（休日を含む。）以内に書面により、再説明を求めることができます。 

 

 

記 

 

１ 工 事 名 

 

 

２ 回  答 

 

 

 

 

 

 

３ 再説明の問い合わせ先 
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様式第４ 

 

第     号 

年  月  日 

 

 

 

        様 

 

契約担当者 

 

工事成績評定に係る再説明書（回答） 

 

    年 月 日付けで貴社から再説明を求められました評定内容について、下記の

とおり回答します。 

 

記 

 

１ 工 事 名 

 

 

２ 回  答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        担  当 

                        電話番号  
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５－２ 静岡県建設工事成績評定要領の運用について 

静岡県建設工事成績評定要領の運用について 

１ 評定の対象（第 2条） 

  次の工事は、評定を省略することができるものとする。 

 (1) 災害応急仮工事 

 (2) 主たる工事内容が除草又は漂着物処理工事 

 (3) 畳工事及び木製建具工事 

 

２ 評定の方法（第 5条） 

 (1) 工事成績の採点は、別紙－１の「考査項目別運用表」により行うものとする。 

 (2) 細目別評定点の算出は、別紙－２の「細目別評定点採点表」によるものとする。 

 (3) 評定にあたっては、別紙－３の「「施工プロセス」チェックリスト」を考慮す

るものとする。また、工事における「工事特性」、「創意工夫」、「社会性等」に関

しては、請負者は当該工事における実施状況を別紙－４により提出できるものと

し、提出があった場合はこれも考慮するものとする。 

 (4) 施工体制、施工状況、出来形及び出来ばえの評価は、0 点を標準とし、標準よ

り優れていた場合は加点、標準より劣っていた場合は減点することにより行う。 

 (5) 工事特性、創意工夫、社会性等の評価は、加点評価のみとする。 

 (6) 工事特性と創意工夫は、二重評価はしない。 

 (7) 評定点は、評価項目に係る採点結果の合計値(35 点満点)を 65 点に加算して算

出する。 

 (8) 法令遵守等は、工事が完成した時に行うものとする。 

 

３ 評定の修正（第 9条） 

  引渡しを受けた後、次の場合は評定の修正を検討するものとする。 

 (1) 2 年の間にその工事における工事事故及び不正行為等が発覚した場合 

 (2) 瑕疵担保期間中に瑕疵が発覚した場合 

 

４ 評定の報告 

  契約担当者は、「建設事務総合システム」以外で工事を執行し、工事成績評定を

行った場合は、遅滞なく別紙－５により工事検査課長に報告するものとする。 
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５ 工事成績が特に劣るもの 

  静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱の運用について（平成元年

9月 1 日付け管第 333 号）２の（２）の①に規定する「過失による粗雑工事等」の

うち、工事成績が特に劣ると認められた工事とは、64 点以下の工事とする。 

 

６ 附則 

  この通知は、令和 4年 4月 1日以降に契約を行う工事について運用するものとす

る。 
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ｅ

□
□

④
現

場
の

施
工

体
制

（
品

質
管

理
、

安
全

管
理

を
含

む
）
が

、
書

面
と

一
致

し
て

い
る

。

□
□

⑤
工

事
規

模
に

応
じ

た
人

員
、

機
械

配
置

が
な

さ
れ

施
工

し
て

い
る

。

□
□

⑥
建

設
業

退
職

金
共

済
制

度
(建

退
共

)の
趣

旨
を

下
請

業
者

等
に

説
明

す
る

と
と

も
に

、
証

紙
の

購
入

が
適

切
に

行
わ

れ
、

配
布

が
受

け
払

い
簿

等
に

よ
り

適
切

に
把

握
さ

れ
て

い
る

。

□
□

⑦
元

請
業

者
が

、
下

請
業

者
の

施
工

結
果

を
十

分
に

検
査

し
て

い
る

。

□
□

⑧
現

場
に

お
け

る
施

工
体

制
に

対
し

、
本

支
店

等
に

よ
る

十
分

な
支

援
体

制
を

整
え

実
施

し
て

い
る

。

□
□

⑨
「
施

工
プ

ロ
セ

ス
」
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
う

ち
、

施
工

体
制

一
般

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

ま
た

は
指

示
事

項
に

対
す

る
改

善
が

速
や

か
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

□
□

⑩
そ

の
他

 　
理

由
：

評
価

対
象

項
目

の
合

計
の

う
ち

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a
①

　
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
評

価
す

べ
き

項
目

で
な

い
場

合
は

空
白

の
ま

ま
と

す
る

。

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・
・
・

b
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
(％

)計
算

の
値

で
評

価
す

る
。

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・
・
・

c
③

　
評

価
値

（
％

）
＝

（
評

価
数

 0
／

対
象

評
価

項
目

数
 0

）
×

1
0
0

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

d

a
b

c
d

e

（
現

場
代

理
人

等
）

[評
定

対
象

項
目

］
□

□
□

□
①

現
場

代
理

人
と

し
て

、
工

事
全

体
の

把
握

が
で

き
て

い
る

。

□
□

②
現

場
代

理
人

と
し

て
、

監
督

員
へ

の
報

告
、

協
議

等
を

書
面

で
行

っ
て

い
る

。
 

□
□

③
契

約
書

、
設

計
図

書
等

を
理

解
し

、
現

場
に

反
映

し
て

工
事

を
行

っ
て

い
る

。
上

記
該

当
事

項
が

あ
れ

ば
 ・

・
・
・
　

　
d

上
記

該
当

事
項

が
あ

れ
ば

 ・
・
・
・
　

　
ｅ

□
□

④
静

岡
県

建
設

工
事

請
負

契
約

約
款

（
以

下
、

「
契

約
約

款
」
と

い
う

）
第

1
8
条

第
1
項

に
基

づ
く
通

知
を

行
っ

て
い

る
。

□
□

⑤
書

類
及

び
資

料
が

適
切

に
整

理
さ

れ
て

い
る

。

□
□

⑥
作

業
環

境
、

気
象

、
地

質
条

件
等

の
把

握
及

び
対

応
に

努
め

て
い

る
。

□
□

⑦
工

事
に

必
要

な
専

門
技

術
者

を
選

任
し

、
配

置
し

て
い

る
。

□
□

⑧
作

業
に

必
要

な
作

業
主

任
者

を
選

任
し

、
配

置
し

て
い

る
。

□
□

⑨
主

任
(監

理
)技

術
者

と
し

て
技

術
的

判
断

に
優

れ
、

良
好

な
施

工
に

努
め

て
い

る
。

□
□

⑩
施

工
体

制
、

施
工

状
況

を
把

握
し

、
下

請
け

、
部

下
等

を
よ

く
指

導
し

て
い

る
。

□
□

⑪
施

工
等

に
伴

う
提

案
又

は
工

夫
を

も
っ

て
工

事
を

進
め

て
い

る
。

□
□

⑫
「
施

工
プ

ロ
セ

ス
」
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
う

ち
、

配
置

技
術

者
/
現

場
代

理
人

/
監

理
技

術
者

/
主

任
技

術
者

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

ま
た

は
指

示
事

項
に

対
す

る
改

善
が

速
や

か
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

□
□

⑬
そ

の
他

 　
理

由
：

評
価

対
象

項
目

の
合

計
の

う
ち

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ａ
①

　
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
評

価
す

べ
き

項
目

で
な

い
場

合
は

空
白

の
ま

ま
と

す
る

。

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・
・
・

ｂ
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
(％

)計
算

の
値

で
評

価
す

る
。

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・
・
・

ｃ
③

　
評

価
値

（
％

）
＝

（
評

価
数

 0
／

対
象

評
価

項
目

数
 0

）
×

1
0
0

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ｄ

※
１

．
建

築
一

式
工

事
を

施
工

す
る

場
合

に
お

い
て

、
一

式
工

事
の

内
容

で
あ

る
他

の
建

設
工

事
（
専

門
工

事
）
を

自
ら

施
工

す
る

時
は

、
当

該
専

門
工

事
に

関
し

資
格

を
有

す
る

者
を

置
く
も

の
と

す
る

。
な

お
、

主
任

技
術

者
が

当
該

専
門

工
事

の

資
格

を
有

し
て

い
れ

ば
、

専
門

技
術

者
を

兼
ね

る
こ

と
が

で
き

る
。

※
２

．
作

業
主

任
者

を
専

任
す

べ
き

作
業

は
、

労
働

安
全

衛
生

法
施

行
令

第
６

条
に

よ
る

。

※
３

．
特

例
監

理
技

術
者

の
指

導
に

よ
り

監
理

技
術

者
補

佐
が

適
正

に
実

施
し

た
場

合
は

、
特

例
監

理
技

術
者

を
評

価
す

る
も

の
と

す
る

。

配
置

技
術

者
と

し
て

不
適

切
で

あ
る

配
置

技
術

者
と

し
て

適
切

で
あ

る
。

配
置

技
術

者
に

関
し

て
、

監
督

員
か

ら
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

を
行

っ
た

。

配
置

技
術

者
と

し
て

良
好

で
あ

る
配

置
技

術
者

と
し

て
優

れ
て

い
る

配
置

技
術

者
と

し
て

や
や

不
適

切
で

あ
る

配
置

技
術

者
に

関
し

て
、

監
督

員
か

ら
の

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
に

従
わ

な
か

っ
た

。施
工

体
制

が
不

適
切

で
あ

る
施

工
体

制
が

優
れ

て
い

る
施

工
体

制
が

良
好

で
あ

る
施

工
体

制
が

適
切

で
あ

る
施

工
体

制
が

や
や

不
適

切
で

あ
る

施
工

体
制

一
般

に
関

し
て

、
監

督
員

か
ら

の
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

を
行

っ
た

。
施

工
体

制
一

般
に

関
し

て
、

監
督

員
か

ら
の

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
に

従
わ

な
か

っ
た

。

チ ェ ッ ク エ ラ ー 有

考
査

項
目

細
  
別

チ ェ ッ ク エ ラ ー 有

Ⅰ
．

施
工

体
制

一
般

Ⅱ
．

配
置

技
術

者

5-9 



別
紙

－
1
②

（
担

当
監

督
員

）

対
象

a
b

c
d

e

2
．

施
工

状
況

[評
定

対
象

項
目

］
□

□
□

□
①

契
約

約
款

第
1
8
条

第
１

項
に

基
づ

く
設

計
図

書
の

照
査

結
果

に
つ

い
て

、
協

議
を

行
っ

て
い

る
。

□
□

②
施

工
計

画
書

が
、

工
事

着
手

前
（
計

画
内

容
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

を
含

む
）
に

提
出

さ
れ

て
い

る
。

□
□

③
施

工
計

画
書

が
、

設
計

図
書

及
び

現
場

条
件

を
反

映
し

た
内

容
と

な
っ

て
い

る
。

上
記

該
当

事
項

が
あ

れ
ば

 ・
・
・
・
　

　
d

上
記

該
当

事
項

が
あ

れ
ば

 ・
・
・
・
　

　
ｅ

□
□

④
施

工
計

画
書

に
、

出
来

形
・
品

質
確

保
の

た
め

の
記

載
が

あ
る

。

□
□

⑤
施

工
計

画
書

に
基

づ
き

、
日

常
の

出
来

形
・
品

質
の

管
理

を
、

常
時

適
切

に
行

っ
て

い
る

。

□
□

⑥
施

工
図

作
成

に
あ

た
り

、
関

連
工

事
と

遅
滞

な
く
、

調
整

が
十

分
に

図
ら

れ
て

い
る

。

□
□

⑦
工

事
打

合
せ

書
等

の
工

事
記

録
の

整
備

が
、

適
時

に
行

わ
れ

て
い

る
。

□
□

⑧
施

工
計

画
書

の
記

載
内

容
と

現
場

施
工

方
法

が
、

一
致

し
て

い
る

。

□
□

⑨
一

工
程

の
施

工
の

検
査

・
確

認
の

報
告

が
、

適
時

に
行

わ
れ

て
い

る
。

□
□

⑩
現

場
内

で
の

整
理

整
頓

が
、

常
時

行
わ

れ
て

い
る

。

□
□

⑪
使

用
す

る
建

築
材

料
（
以

下
「
材

料
」
と

い
う

。
）
・
設

備
機

材
（
以

下
「
機

材
」
と

い
う

。
）
の

調
達

の
計

画
及

び
搬

入
後

の
管

理
が

適
切

で
あ

る
。

□
□

⑫
社

内
検

査
が

計
画

的
に

行
わ

れ
て

い
る

。

□
□

⑬
独

自
の

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
等

の
管

理
基

準
に

よ
り

、
管

理
さ

れ
て

い
る

。

□
□

⑭
低

騒
音

、
低

振
動

及
び

排
出

ガ
ス

対
策

型
の

建
設

機
械

及
び

車
両

を
使

用
し

て
い

る
。

□
□

⑮
建

設
廃

棄
物

の
処

分
及

び
建

設
副

産
物

の
リ

サ
イ

ク
ル

へ
の

取
り

組
み

が
、

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
。

□
□

⑯
「
施

工
プ

ロ
セ

ス
」
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
う

ち
、

施
工

管
理

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

ま
た

は
指

示
事

項
に

対
す

る
改

善
が

速
や

か
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

□
□

⑰
そ

の
他

 　
理

由
：

評
価

対
象

項
目

の
合

計
の

う
ち

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ａ
①

　
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
評

価
す

べ
き

項
目

で
な

い
場

合
は

空
白

の
ま

ま
と

す
る

。

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・
・
・

ｂ
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
(％

)計
算

の
値

で
評

価
す

る
。

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・
・
・

ｃ
③

　
評

価
値

（
％

）
＝

（
評

価
数

 0
／

対
象

評
価

項
目

数
 0

）
×

1
0
0

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ｄ

a
b

c
d

e

[評
定

対
象

項
目

］
□

□
□

□
①

実
施

工
程

表
が

工
事

着
手

前
に

提
出

さ
れ

、
関

連
工

事
と

の
調

整
も

適
切

に
行

っ
て

い
る

。

□
□

②
現

場
で

の
工

程
管

理
を

詳
細

工
程

表
や

パ
ソ

コ
ン

等
を

用
い

て
、

日
常

的
に

把
握

し
て

い
る

。

□
□

③
工

程
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

実
施

し
、

受
注

者
の

責
に

よ
り

関
連

工
事

及
び

入
居

官
署

等
に

対
し

、
影

響
を

及
ぼ

す
工

程
の

遅
れ

が
な

い
。

上
記

該
当

事
項

が
あ

れ
ば

 ・
・
・
・
　

　
d

上
記

該
当

事
項

が
あ

れ
ば

 ・
・
・
・
　

　
ｅ

□
□

④
現

場
ま

た
は

施
工

条
件

の
変

更
へ

の
対

応
が

積
極

的
で

、
処

理
が

早
い

。

□
□

⑤
工

程
に

関
す

る
各

種
制

約
等

が
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
工

期
内

に
ス

ム
ー

ズ
に

作
業

を
行

っ
て

い
る

。

□
□

⑥
受

注
者

の
責

に
よ

る
夜

間
や

休
日

の
作

業
が

な
い

。

□
□

⑦
休

日
・
代

休
の

確
保

を
行

っ
て

い
る

。

□
□

⑧
近

隣
住

民
（
入

居
官

署
等

を
含

む
）
と

の
調

整
を

積
極

的
に

行
い

、
円

滑
な

工
事

進
捗

を
行

っ
て

い
る

。

□
□

⑨
「
施

工
プ

ロ
セ

ス
」
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
う

ち
、

工
程

管
理

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

ま
た

は
指

示
事

項
に

対
す

る
改

善
が

速
や

か
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

□
□

⑩
そ

の
他

 　
理

由
：

評
価

対
象

項
目

の
合

計
の

う
ち

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ａ
①

　
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
評

価
す

べ
き

項
目

で
な

い
場

合
は

空
白

の
ま

ま
と

す
る

。

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・
・
・

ｂ
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
(％

)計
算

の
値

で
評

価
す

る
。

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・
・
・

ｃ
③

　
評

価
値

（
％

）
＝

（
評

価
数

 0
／

対
象

評
価

項
目

数
 0

）
×

1
0
0

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ｄ

施
工

管
理

が
や

や
不

適
切

で
あ

る
施

工
管

理
が

良
好

で
あ

る
施

工
管

理
が

不
適

切
で

あ
る

施
工

管
理

が
優

れ
て

い
る

工
程

管
理

が
優

れ
て

い
る

施
工

管
理

が
適

切
で

あ
る

工
程

管
理

に
関

し
て

、
監

督
員

か
ら

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

施
工

管
理

に
関

し
て

、
監

督
員

か
ら

の
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

に
従

わ
な

か
っ

た
。

Ⅱ
．

工
程

管
理

Ⅰ
．

施
工

管
理

考
査

項
目

チ ェ ッ ク エ ラ ー 有 チ ェ ッ ク エ ラ ー 有細
  
別

工
程

管
理

が
や

や
不

適
切

で
あ

る

工
程

管
理

に
関

し
て

、
監

督
員

か
ら

の
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

に
従

わ
な

か
っ

た
。

工
程

管
理

が
良

好
で

あ
る

施
工

管
理

に
関

し
て

、
監

督
員

か
ら

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

工
程

管
理

が
適

切
で

あ
る

工
程

管
理

が
不

適
切

で
あ

る
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別
紙

－
1
③

（
担

当
監

督
員

）

対
象

a
b

c
d

e

２
．

施
工

状
況

　
　

　
　

　

[評
定

対
象

項
目

］
□

□
□

□
□

①
災

害
防

止
（
工

事
安

全
）
協

議
会

等
を

設
置

し
、

１
回

／
月

以
上

活
動

し
、

　
　

記
録

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

□
□

②
店

社
パ

ト
ロ

ー
ル

を
１

回
／

月
以

上
実

施
し

、
記

録
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

□
□

③
各

種
安

全
パ

ト
ロ

ー
ル

で
指

摘
を

受
け

た
事

項
に

つ
い

て
、

速
や

か
に

改
善

を
図

り
、

上
記

該
当

事
項

が
あ

れ
ば

 ・
・
・
・
　

　
ｃ

上
記

該
当

事
項

が
あ

れ
ば

 ・
・
・
・
　

　
d

上
記

該
当

事
項

が
あ

れ
ば

 ・
・
・
・
　

　
ｅ

　
　

か
つ

関
係

者
に

是
正

指
示

し
て

い
る

。

□
□

④
安

全
教

育
・
安

全
訓

練
等

を
適

時
適

切
に

実
施

し
、

記
録

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

□
□

⑤
安

全
巡

視
、

Ｔ
Ｂ

Ｍ
、

Ｋ
Ｙ

等
を

実
施

し
、

記
録

を
整

備
し

て
い

る
。

□
□

⑥
新

規
入

場
者

教
育

を
実

施
し

、
実

施
内

容
に

現
場

の
特

性
が

反
映

さ
れ

、
記

録
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

□
□

⑦
現

場
の

各
工

程
に

お
い

て
適

時
適

切
に

、
安

全
管

理
の

措
置

を
し

て
い

る
。

□
□

⑧
重

機
操

作
に

際
し

て
、

誘
導

員
配

置
や

重
機

と
人

の
行

動
範

囲
の

分
離

措
置

が
な

さ
れ

て
い

る
。

□
□

⑨
山

留
め

等
に

つ
い

て
、

設
置

後
の

点
検

及
び

管
理

が
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

等
を

用
い

て
実

施
さ

れ
て

い
る

。

□
□

⑩
仮

設
工

事
に

お
い

て
、

設
置

完
了

時
や

使
用

中
の

点
検

及
び

管
理

が
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

等
を

用
い

て
実

施
さ

れ
て

い
る

。

□
□

⑪
使

用
機

械
、

工
具

等
の

点
検

整
備

等
が

な
さ

れ
、

十
分

に
管

理
さ

れ
て

い
る

。

□
□

⑫
工

事
現

場
に

お
け

る
保

安
設

備
等

の
設

置
・
管

理
が

適
切

で
あ

り
、

よ
く
整

備
さ

れ
て

い
る

。

□
□

⑬
過

積
載

防
止

に
十

分
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

□
□

⑭
「
施

工
プ

ロ
セ

ス
」
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
う

ち
、

安
全

対
策

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

ま
た

は
指

示
事

項
に

対
す

る
改

善
が

速
や

か
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

□
□

⑮
そ

の
他

 　
理

由
：

評
価

対
象

項
目

の
合

計
の

う
ち

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ａ
①

　
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
評

価
す

べ
き

項
目

で
な

い
場

合
は

空
白

の
ま

ま
と

す
る

。

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・
・
・

ｂ
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
(％

)計
算

の
値

で
評

価
す

る
。

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・
・
・

ｃ
③

　
評

価
値

（
％

）
＝

（
評

価
数

 0
／

対
象

評
価

項
目

数
 0

）
×

1
0
0

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ｄ

a
b

c
d

e

[評
定

対
象

項
目

］
□

□
□

□
①

工
事

施
工

に
あ

た
り

、
関

係
官

公
署

等
の

関
係

機
関

と
協

議
及

び
調

整
を

行
い

、
ト

ラ
ブ

ル
の

発
生

が
な

い
。

□
□

②
工

事
施

工
に

あ
た

り
、

近
隣

住
民

（
入

居
官

署
等

を
含

む
）
と

適
切

に
協

議
及

び
調

整
を

行
っ

て
い

る
。

□
□

③
入

居
官

署
に

対
し

、
引

渡
し

時
に

必
要

な
保

守
管

理
に

つ
い

て
の

適
切

な
説

明
書

を
作

成
し

て
い

る
。

上
記

該
当

事
項

が
あ

れ
ば

 ・
・
・
・
　

　
d

上
記

該
当

事
項

が
あ

れ
ば

 ・
・
・
・
　

　
ｅ

□
□

④
工

事
の

目
的

及
び

内
容

を
、

工
事

看
板

な
ど

に
よ

り
地

域
住

民
や

通
行

者
等

に
分

り
や

す
く
周

知
し

て
い

る
。

□
□

⑤
近

隣
住

民
（
入

居
官

署
等

を
含

む
）
対

策
を

実
施

し
、

苦
情

が
な

い
。

ま
た

は
苦

情
に

対
し

て
適

切
な

対
応

を
行

い
、

以
後

の
ト

ラ
ブ

ル
が

な
い

。

□
□

⑥
現

場
の

イ
メ

ー
ジ

ア
ッ

プ
に

、
取

り
組

ん
で

い
る

。

□
□

⑦
「
施

工
プ

ロ
セ

ス
」
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
う

ち
、

対
外

関
係

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

ま
た

は
指

示
事

項
に

対
す

る
改

善
が

速
や

か
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

□
□

⑧
そ

の
他

 　
理

由
：

評
価

対
象

項
目

の
合

計
の

う
ち

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ａ
①

　
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
評

価
す

べ
き

項
目

で
な

い
場

合
は

空
白

の
ま

ま
と

す
る

。

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・
・
・

ｂ
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
(％

)計
算

の
値

で
評

価
す

る
。

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・
・
・

ｃ
③

　
評

価
値

（
％

）
＝

（
評

価
数

 0
／

対
象

評
価

項
目

数
 0

）
×

1
0
0

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ｄ

対
外

関
係

が
不

適
切

で
あ

る
対

外
関

係
が

や
や

不
適

切
で

あ
る

対
外

関
係

が
優

れ
て

い
る

対
外

関
係

が
良

好
で

あ
る

対
外

関
係

に
関

し
て

、
監

督
員

か
ら

の
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

に
従

わ
な

か
っ

た
。

安
全

対
策

に
関

し
て

、
法

令
遵

守
の

措
置

内
容

に
該

当
す

る
場

合
。

安
全

対
策

に
関

し
て

、
監

督
員

か
ら

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

対
外

関
係

に
関

し
て

監
督

員
か

ら
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

を
行

っ
た

。

対
外

関
係

が
適

切
で

あ
る

安
全

対
策

に
関

し
て

、
監

督
員

か
ら

の
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

に
従

わ
な

か
っ

た
。

安
全

対
策

が
や

や
不

適
切

で
あ

る
安

全
対

策
が

適
切

で
あ

る

考
査

項
目

細
  
別

チ ェ ッ ク エ ラ ー 有 チ ェ ッ ク エ ラ ー 有

Ⅲ
．

安
全

対
策

Ⅳ
．

対
外

関
係

安
全

対
策

が
良

好
で

あ
る

安
全

対
策

が
優

れ
て

い
る

安
全

対
策

が
不

適
切

で
あ

る
。
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別
紙

－
1
④

（
担

当
監

督
員

）

対
象

a
b

c
d

e

３
．

出
来

形
　

　
　

　
　

　
　

及
び

　
　

出
来

ば
え

[評
定

対
象

項
目

］
□

□
□

□
①

承
諾

図
等

が
、

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
。

□
□

②
施

工
図

等
が

、
設

計
図

書
を

満
足

し
て

い
る

。

□
□

③
現

場
に

お
け

る
出

来
形

が
設

計
図

書
を

満
足

し
、

適
切

な
施

工
で

あ
る

。
上

記
該

当
事

項
が

あ
れ

ば
 ・

・
・
・
　

　
d

上
記

該
当

事
項

が
あ

れ
ば

 ・
・
・
・
　

　
ｅ

□
□

④
施

工
計

画
書

等
で

定
め

た
出

来
形

の
管

理
基

準
に

基
づ

き
、

管
理

し
て

い
る

。

□
□

⑤
出

来
形

の
管

理
記

録
が

適
切

に
ま

と
め

ら
れ

て
お

り
、

結
果

が
良

好
で

あ
る

。

□
□

⑥
出

来
形

の
管

理
方

法
を

工
夫

し
て

い
る

。

□
□

⑦
解

体
又

は
撤

去
工

事
の

場
合

、
撤

去
対

象
物

の
範

囲
等

が
確

認
で

き
、

処
分

が
適

切
で

あ
る

。

□
□

⑧
不

可
視

部
分

と
な

る
出

来
形

が
、

工
事

写
真

、
施

工
記

録
に

よ
り

確
認

で
き

る
。

□
□

⑨
そ

の
他

 　
理

由
：

評
価

対
象

項
目

の
合

計
の

う
ち

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ａ
①

　
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
評

価
す

べ
き

項
目

で
な

い
場

合
は

空
白

の
ま

ま
と

す
る

。

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・
・
・

ｂ
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
(％

)計
算

の
値

で
評

価
す

る
。

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・
・
・

ｃ
③

　
評

価
値

（
％

）
＝

（
評

価
数

 0
／

対
象

評
価

項
目

数
 0

）
×

1
0
0

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ｄ

※
１

．
出

来
形

の
対

象
は

「
材

料
、

機
材

」
と

「
施

工
の

完
了

し
た

も
の

」
で

あ
り

、
工

事
目

的
物

の
形

状
、

寸
法

、
位

置
、

数
量

並
び

に
管

理
記

録
と

設
計

図
書

を
対

比
す

る
こ

と
に

よ
り

評
価

を
行

う
。

別
紙

－
1
⑤

（
担

当
監

督
員

）

対
象

a
b

c
d

e

３
．

出
来

形
　

　
　

　
　

　
　

及
び

　
　

出
来

ば
え

[評
定

対
象

項
目

］
□

□
建

築
工

事
　

　
　

　
　

□
□

①
材

料
・
製

品
の

品
質

が
、

製
作

図
等

に
よ

り
確

認
で

き
、

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
。

□
□

②
品

質
確

認
記

録
の

内
容

が
、

適
切

で
あ

る
。

□
□

③
施

工
の

各
段

階
に

お
け

る
完

了
時

の
、

品
質

が
適

切
で

あ
る

。
上

記
該

当
事

項
が

あ
れ

ば
 ・

・
・
・
　

　
d

上
記

該
当

事
項

が
あ

れ
ば

 ・
・
・
・
　

　
ｅ

□
□

④
躯

体
工

事
に

お
け

る
施

工
の

品
質

が
、

良
好

で
あ

る
。

□
□

⑤
内

外
仕

上
げ

工
事

に
お

け
る

施
工

の
品

質
が

、
良

好
で

あ
る

。

□
□

⑥
不

可
視

部
分

と
な

る
品

質
確

認
の

た
め

の
工

事
写

真
、

施
工

記
録

等
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

□
□

⑦
そ

の
他

 　
理

由
：

評
価

対
象

項
目

の
合

計
の

う
ち

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ａ
①

　
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
評

価
す

べ
き

項
目

で
な

い
場

合
は

空
白

の
ま

ま
と

す
る

。

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・
・
・

ｂ
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
(％

)計
算

の
値

で
評

価
す

る
。

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・
・
・

ｃ
③

　
評

価
値

（
％

）
＝

（
評

価
数

 0
／

対
象

評
価

項
目

数
 0

）
×

1
0
0

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ｄ

※
１

．
目

的
物

の
品

質
の

水
準

を
評

価
す

る
こ

と
。

※
２

．
品

質
の

対
象

は
、

「
材

料
、

機
材

」
と

「
施

工
が

完
了

し
た

も
の

（
シ

ス
テ

ム
を

含
む

）
」
が

あ
り

、
工

事
目

的
物

の
品

質
及

び
品

質
管

理
に

関
す

る
各

種
の

記
録

と
設

計
図

書
を

対
比

す
る

こ
と

に
よ

り
技

術
的

な
評

価
を

行
う

。

※
３

．
１

つ
の

工
事

の
中

に
建

築
工

事
・
電

気
設

備
工

事
・
機

械
設

備
工

事
等

の
工

種
が

２
以

上
複

合
し

て
い

る
工

事
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

工
種

毎
に

評
価

し
、

工
事

費
内

訳
に

よ
る

加
重

平
均

な
ど

の
方

法
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

そ
の

工
事

に
お

い
て

複
合

し
て

い
る

工
種

の
う

ち
、

規
模

が
小

さ
く
評

定
に

影
響

を
与

え
な

い
工

種
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
（
例

：
改

修
工

事
等

に
お

い
て

含
ま

れ
る

軽
微

な
附

帯
す

る
工

種
）

工
事

比
率

考
査

項
目

品
質

の
管

理
に

関
し

て
、

監
督

員
か

ら
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

を
行

っ
た

。

1
.0

0

出
来

形
が

優
れ

て
い

る
出

来
形

が
良

好
で

あ
る

品
質

が
良

好
で

あ
る

品
質

が
適

切
で

あ
る

出
来

形
が

適
切

で
あ

る

チ ェ ッ ク エ ラ ー 有

Ⅱ
品

質細
  
別

出
来

形
が

や
や

不
適

切
で

あ
る

チ ェ ッ ク エ ラ ー 有

Ⅰ
．

出
来

形

細
  
別

考
査

項
目

契
約

約
款

第
１

７
条

に
基

づ
き

監
督

員
が

改
造

請
求

を
行

っ
た

。

出
来

形
が

不
適

切
で

あ
る

品
質

が
や

や
不

適
切

で
あ

る
品

質
が

不
適

切
で

あ
る

出
来

形
の

管
理

に
関

し
て

、
監

督
員

か
ら

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

契
約

約
款

第
１

７
条

に
基

づ
き

監
督

員
が

改
造

請
求

を
行

っ
た

。

品
質

が
優

れ
て

い
る

5-12 



別
紙

－
1
⑥

（
担

当
監

督
員

）

対
象

a
b

c
d

e

３
．

出
来

形
　

　
　

　
　

　
　

及
び

　
　

出
来

ば
え

電
気

設
備

工
事

[評
定

対
象

項
目

］
□

□
受

変
電

設
備

工
事

□
□

①
機

材
の

品
質

が
、

承
諾

図
等

に
よ

り
確

認
で

き
、

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
。

□
□

②
品

質
確

認
記

録
の

内
容

が
、

適
切

で
あ

る
。

□
□

③
施

工
の

各
段

階
に

お
け

る
完

了
時

の
試

験
方

法
及

び
記

録
の

方
法

が
、

適
切

で
あ

る
。

上
記

該
当

事
項

が
あ

れ
ば

 ・
・
・
・
　

　
d

上
記

該
当

事
項

が
あ

れ
ば

 ・
・
・
・
　

　
ｅ

□
□

④
シ

ス
テ

ム
の

性
能

及
び

機
能

に
関

す
る

試
運

転
、

確
認

方
法

等
が

適
切

で
あ

り
、

記
録

の
内

容
が

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
。

□
□

⑤
機

材
及

び
施

工
の

品
質

が
、

良
好

で
あ

る
。

□
□

⑥
不

可
視

部
分

と
な

る
品

質
確

認
の

た
め

の
工

事
写

真
、

施
工

記
録

等
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

□
□

⑦
そ

の
他

 　
理

由
：

評
価

対
象

項
目

の
合

計
の

う
ち

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ａ
①

　
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
評

価
す

べ
き

項
目

で
な

い
場

合
は

空
白

の
ま

ま
と

す
る

。

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・
・
・

ｂ
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
(％

)計
算

の
値

で
評

価
す

る
。

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・
・
・

ｃ
③

　
評

価
値

（
％

）
＝

（
評

価
数

 0
／

対
象

評
価

項
目

数
 0

）
×

1
0
0

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ｄ

※
１

．
目

的
物

の
品

質
の

水
準

を
評

価
す

る
こ

と
。

※
２

．
品

質
の

対
象

は
、

「
材

料
、

機
材

」
と

「
施

工
が

完
了

し
た

も
の

（
シ

ス
テ

ム
を

含
む

）
」
が

あ
り

、
工

事
目

的
物

の
品

質
及

び
品

質
管

理
に

関
す

る
各

種
の

記
録

と
設

計
図

書
を

対
比

す
る

こ
と

に
よ

り
技

術
的

な
評

価
を

行
う

。

※
３

．
１

つ
の

工
事

の
中

に
建

築
工

事
・
電

気
設

備
工

事
・
機

械
設

備
工

事
等

の
工

種
が

２
以

上
複

合
し

て
い

る
工

事
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

工
種

毎
に

評
価

し
、

工
事

費
内

訳
に

よ
る

加
重

平
均

な
ど

の
方

法
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

そ
の

工
事

に
お

い
て

複
合

し
て

い
る

工
種

の
う

ち
、

規
模

が
小

さ
く
評

定
に

影
響

を
与

え
な

い
工

種
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
（
例

：
改

修
工

事
等

に
お

い
て

含
ま

れ
る

軽
微

な
附

帯
す

る
工

種
）

別
紙

－
1
⑦

（
担

当
監

督
員

）

対
象

a
b

c
d

e

３
．

出
来

形
　

　
　

　
　

　
　

及
び

　
　

出
来

ば
え

機
械

設
備

工
事

[評
定

対
象

項
目

］
□

□
昇

降
機

工
事

□
□

①
機

材
の

品
質

が
、

承
諾

図
等

に
よ

り
確

認
で

き
、

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
。

□
□

②
品

質
確

認
記

録
の

内
容

が
、

適
切

で
あ

る
。

□
□

③
施

工
の

各
段

階
に

お
け

る
完

了
時

の
試

験
方

法
及

び
記

録
の

方
法

が
、

適
切

で
あ

る
。

上
記

該
当

事
項

が
あ

れ
ば

 ・
・
・
・
　

　
d

上
記

該
当

事
項

が
あ

れ
ば

 ・
・
・
・
　

　
ｅ

□
□

④
シ

ス
テ

ム
の

性
能

及
び

機
能

に
関

す
る

試
運

転
、

確
認

方
法

等
が

適
切

で
あ

り
、

記
録

の
内

容
が

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
。

□
□

⑤
機

材
及

び
施

工
の

品
質

が
、

良
好

で
あ

る
。

□
□

⑥
不

可
視

部
分

と
な

る
品

質
確

認
の

た
め

の
工

事
写

真
、

施
工

記
録

等
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

□
□

⑦
そ

の
他

 　
理

由
：

評
価

対
象

項
目

の
合

計
の

う
ち

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ａ
①

　
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
評

価
す

べ
き

項
目

で
な

い
場

合
は

空
白

の
ま

ま
と

す
る

。

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・
・
・

ｂ
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
(％

)計
算

の
値

で
評

価
す

る
。

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・
・
・

ｃ
③

　
評

価
値

（
％

）
＝

（
評

価
数

 0
／

対
象

評
価

項
目

数
 0

）
×

1
0
0

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ｄ

※
１

．
機

械
設

備
工

事
と

は
、

空
調

、
衛

生
及

び
浄

化
槽

工
事

を
い

う
。

※
２

．
目

的
物

の
品

質
の

水
準

を
評

価
す

る
こ

と
。

※
３

．
品

質
の

対
象

は
、

「
材

料
、

機
材

」
と

「
施

工
が

完
了

し
た

も
の

（
シ

ス
テ

ム
を

含
む

）
」
が

あ
り

、
工

事
目

的
物

の
品

質
及

び
品

質
管

理
に

関
す

る
各

種
の

記
録

と
設

計
図

書
を

対
比

す
る

こ
と

に
よ

り
技

術
的

な
評

価
を

行
う

。

※
４

．
１

つ
の

工
事

の
中

に
建

築
工

事
・
電

気
設

備
工

事
・
機

械
設

備
工

事
等

の
工

種
が

２
以

上
複

合
し

て
い

る
工

事
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

工
種

毎
に

評
価

し
、

工
事

費
内

訳
に

よ
る

加
重

平
均

な
ど

の
方

法
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

そ
の

工
事

に
お

い
て

複
合

し
て

い
る

工
種

の
う

ち
、

規
模

が
小

さ
く
評

定
に

影
響

を
与

え
な

い
工

種
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
（
例

：
改

修
工

事
等

に
お

い
て

含
ま

れ
る

軽
微

な
附

帯
す

る
工

種
）

考
査

項
目

工
事

比
率

チ ェ ッ ク エ ラ ー 有

品
質

が
や

や
不

適
切

で
あ

る
品

質
が

不
適

切
で

あ
る

品
質

の
管

理
に

関
し

て
、

監
督

員
か

ら
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

を
行

っ
た

。

品
質

が
優

れ
て

い
る

品
質

が
良

好
で

あ
る

Ⅱ
品

質

品
質

が
優

れ
て

い
る

契
約

約
款

第
１

７
条

に
基

づ
き

監
督

員
が

改
造

請
求

を
行

っ
た

。

品
質

が
良

好
で

あ
る

品
質

が
適

切
で

あ
る

品
質

の
管

理
に

関
し

て
、

監
督

員
か

ら
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

を
行

っ
た

。
契

約
約

款
第

１
７

条
に

基
づ

き
監

督
員

が
改

造
請

求
を

行
っ

た
。

品
質

が
適

切
で

あ
る

考
査

項
目

Ⅱ
品

質 細
  
別

細
  
別

0
.0

0

0
.0

0

工
事

比
率

チ ェ ッ ク エ ラ ー 有

品
質

が
不

適
切

で
あ

る
品

質
が

や
や

不
適

切
で

あ
る
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別
紙

－
1
⑧

（
担

当
監

督
員

）

■
準

備
・
後

片
付

け
関

係
□

①
測

量
・
位

置
出

し
に

お
け

る
工

夫

□
②

現
地

調
査

方
法

の
工

夫

□
③

そ
の

他
　

理
由

：

詳
細

評
価

内
容

：

■
施

工
関

係
□

①
施

工
に

伴
う

器
具

・
工

具
・
装

置
類

の
工

夫

□
②

工
場

加
工

製
品

等
の

活
用

に
よ

る
副

産
物

及
び

廃
棄

物
の

減
少

ま
た

は
リ

サ
イ

ク
ル

に
対

す
る

積
極

的
な

取
組

み

□
③

土
工

事
、

地
業

工
事

、
鉄

骨
建

て
方

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
等

の
施

工
関

係
の

工
夫

□
④

建
築

材
料

・
機

材
等

の
運

搬
・
搬

入
等

を
含

む
施

工
方

法
に

工
夫

□
⑤

電
気

設
備

工
事

等
の

配
線

、
配

管
等

の
工

夫

□
⑥

機
械

設
備

工
事

等
の

配
管

、
ダ

ク
ト

等
の

工
夫

　

□
⑦

照
明

・
視

界
確

保
等

の
工

夫

□
⑧

仮
排

水
、

仮
道

路
、

迂
回

路
等

の
計

画
・
施

工
の

工
夫

□
⑨

運
搬

車
両

・
施

工
機

械
等

の
工

夫

□
⑩

型
枠

、
足

場
、

山
留

め
等

の
仮

設
関

係
の

工
夫

□
⑪

施
工

管
理

及
び

品
質

向
上

等
の

工
夫

□
⑫

プ
レ

ハ
ブ

工
法

等
の

採
用

に
よ

る
工

期
短

縮
等

の
工

夫

□
⑬

仮
設

施
工

等
の

工
夫

□
⑭

既
存

施
設

・
近

隣
等

に
対

す
る

騒
音

・
振

動
対

策
等

の
工

夫

□
⑮

保
全

へ
の

配
慮

に
よ

る
材

料
選

定
・
施

工
方

法
等

の
工

夫

□
⑯

作
業

の
安

全
性

向
上

の
た

め
の

施
工

方
法

等
の

工
夫

□
⑰

そ
の

他
　

理
由

：

詳
細

評
価

内
容

：

■
品

質
関

係
□

①
集

計
ソ

フ
ト

等
の

活
用

と
工

夫

□
②

躯
体

工
事

の
品

質
管

理
の

工
夫

□
③

建
築

材
料

・
機

材
の

検
査

・
試

験
に

関
す

る
工

夫

□
④

施
工

の
検

査
・
試

験
に

関
す

る
工

夫
　

□
⑤

品
質

記
録

方
法

の
工

夫

□
⑥

そ
の

他
　

理
由

：

詳
細

評
価

内
容

：

考
査

項
目

・
細

別

５
．

創
意

工
夫

　
　

　

評
価

対
象

項
目

　
（
１

／
２

）
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別
紙

－
1
⑧

（
担

当
監

督
員

）

■
安

全
衛

生
関

係
□

①
安

全
仮

設
備

等
の

工
夫

（
落

下
物

、
墜

落
・
転

落
、

挟
ま

れ
、

看
板

、
立

入
禁

止
柵

、
手

摺
り

、
足

場
等

）

□
②

安
全

衛
生

教
育

、
技

術
向

上
講

習
会

等
、

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

、
安

全
パ

ト
ロ

ー
ル

等
に

関
す

る
工

夫

□
③

現
場

事
務

所
、

休
憩

所
等

の
環

境
向

上
の

工
夫

□
④

酸
欠

対
策

・
有

毒
ガ

ス
・
可

燃
ガ

ス
の

処
理

ま
た

は
粉

塵
防

止
策

や
作

業
中

の
換

気
等

の
工

夫

□
⑤

周
辺

道
路

等
の

事
故

防
止

ま
た

は
一

般
交

通
確

保
等

の
た

め
の

工
夫

□
⑥

改
修

工
事

に
お

け
る

既
存

施
設

利
用

者
等

に
対

す
る

安
全

対
策

の
工

夫

□
⑦

作
業

時
に

お
け

る
作

業
環

境
改

善
等

の
工

夫

□
⑧

ゴ
ミ

の
減

量
化

、
ア

イ
ド

リ
ン

グ
ス

ト
ッ

プ
の

励
行

等
の

地
球

環
境

へ
の

工
夫

□
⑨

そ
の

他
　

理
由

：

詳
細

評
価

内
容

：

■
施

工
管

理
関

係
□

①
出

来
形

の
管

理
等

に
関

す
る

工
夫

□
②

施
工

計
画

書
ま

た
は

写
真

記
録

等
に

関
す

る
工

夫

□
③

出
来

形
・
品

質
に

関
す

る
計

測
等

の
工

夫
及

び
集

計
の

工
夫

□
④

Ｃ
Ａ

Ｄ
、

施
工

管
理

ソ
フ

ト
等

の
活

用

□
⑤

施
工

合
理

化
技

術
（
※

5
）
を

活
用

し
た

施
工

管
理

の
工

夫

□
⑥

そ
の

他
　

理
由

：

詳
細

評
価

内
容

：

■
そ

の
他

＜
新

技
術

活
用

＞
※

本
項

目
は

２
点

の
加

点
と

す
る

。

□
①

 受
注

者
か

ら
の

提
案

に
よ

る
Ｎ

Ｅ
Ｔ
ＩＳ

登
録

技
術

又
は

静
岡

県
登

録
技

術
の

活
用

＜
建

設
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

シ
ス

テ
ム

活
用

工
事

＞
※

本
項

目
は

、
１

点
の

加
点

と
す

る
。

□
②

 建
設

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
シ

ス
テ

ム
の

活
用

＜
週

休
２

日
推

進
工

事
＞

※
本

項
目

で
加

点
す

る
場

合
は

、
現

場
閉

所
（
現

場
休

息
）
率

に
応

じ
て

、
０

．
５

、
１

、
２

点
の

い
ず

れ
か

と
す

る
。

□
③

 ４
週

８
休

以
上

（
現

場
閉

所
率

2
8
.5

%
以

上
）

□
④

 ４
週

７
休

以
上

（
現

場
閉

所
率

2
5
%
以

上
2
8
.5

%
未

満
）

□
⑤

 ４
週

６
休

以
上

（
現

場
閉

所
率

2
1
.4

%
以

上
2
5
%
未

満
）

＜
そ

の
他

＞

□
⑥

そ
の

他
　

理
由

：

□
⑦

そ
の

他
　

理
由

：

詳
細

評
価

内
容

：

※
１

．
特

に
評

価
す

べ
き

創
意

工
夫

事
例

を
加

点
評

価
す

る
。

※
２

．
該

当
す

る
数

と
重

み
を

勘
案

し
て

評
価

す
る

。
１

項
目

１
点

を
目

安
と

す
る

が
、

項
目

に
よ

り
０

．
５

、
１

、
２

点
で

評
価

し
、

最
大

７
点

の
加

点
評

価
と

す
る

。

※
３

．
上

記
の

考
査

項
目

の
他

に
評

価
に

値
す

る
企

業
の

工
夫

が
あ

れ
ば

、
そ

の
他

に
具

体
の

内
容

を
記

載
し

て
加

点
す

る
。

な
お

、
総

括
監

督
員

が
評

価
す

る
「
工

事
特

性
」
と

の
二

重
評

価
は

行
わ

な
い

。

※
４

．
■

を
付

し
た

評
価

対
象

項
目

に
つ

い
て

、
評

価
し

た
内

容
及

び
効

果
が

あ
っ

た
内

容
を

詳
細

評
価

内
容

欄
に

記
載

す
る

。

※
５

．
施

工
合

理
化

技
術

（
プ

レ
ハ

ブ
化

、
ユ

ニ
ッ

ト
化

、
自

動
化

施
工

（
IC

T
施

工
、

ロ
ボ

ッ
ト

活
用

等
）
、

B
IM

、
A

S
P
等

を
活

用
 し

た
も

の
で

施
工

の
合

理
化

に
資

す
る

も
の

に
限

る
。

）
を

採
用

し
た

場
合

。

※
６

．
考

査
項

目
「
創

意
工

夫
」
の

「
■

準
備

片
付

け
関

係
」
か

ら
「
■

安
全

衛
生

関
係

」
ま

で
の

４
つ

の
細

別
ご

と
に

、
施

工
合

理
化

技
術

を
活

用
し

て
効

果
が

あ
っ

た
場

合
に

、
そ

の
他

の
理

由
に

具
体

の
内

容
を

記
載

し
て

加
点

す
る

。

　
　

　
　

さ
ら

に
、

当
該

技
術

が
N

E
T
IS

登
録

技
術

又
は

静
岡

県
登

録
技

術
で

あ
る

場
合

は
、

「
■

そ
の

他
」
<
新

技
術

活
用

>
の

項
目

に
追

加
で

加
点

で
き

る
も

の
と

す
る

。

（
最

大
　

　
7
点

）

評
点

計

評
価

対
象

項
目

　
（
２

／
２

）

0
点

考
査

項
目

・
細

別
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工
事

成
績

採
点

の
考

慮
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

（
建

築
・
設

備
工

事
）

別
紙

－
1
⑨

[記
入

方
法

］
該

当
す

る
項

目
の

□
を

■
に

す
る

。
（
総

括
監

督
員

）

a
b

c
d

e

２
．

施
工

状
況

　
　

　
　

　
Ⅱ

．
工

程
管

理

[評
定

対
象

項
目

］

□
①

現
場

又
は

施
工

条
件

の
変

更
等

に
よ

る
工

期
的

な
制

約
が

あ
る

中
で

、
余

裕
を

も
っ

て
工

事
を

完
成

さ
せ

た
。

□
②

隣
接

又
は

同
一

現
場

の
他

工
事

等
と

の
積

極
的

な
工

程
調

整
を

行
い

、
ト

ラ
ブ

ル
を

回
避

し
た

。

□
③

近
隣

住
民

（
入

居
官

署
等

を
含

む
）
調

整
を

積
極

的
に

行
い

、
ト

ラ
ブ

ル
も

少
な

く
、

工
期

内
に

工
事

を
完

成
さ

せ
た

。

□
④

配
置

技
術

者
（
現

場
代

理
人

等
）
の

積
極

的
な

工
程

管
理

の
姿

勢
が

見
ら

れ
た

。

□
⑤

そ
の

他
 　

理
由

：

詳
細

評
価

内
容

※
上

記
評

価
対

象
項

目
の

う
ち

、
該

当
項

目
を

総
合

的
に

判
断

し
て

、
a、

b、
c
、

d、
e
評

価
を

行
う

。

２
．

施
工

状
況

　
　

　
　

　
Ⅲ

．
安

全
対

策
a

b
c

d
e

[評
定

対
象

項
目

］

□
①

建
設

労
働

災
害

、
公

衆
災

害
の

防
止

へ
の

努
力

が
顕

著
で

あ
る

。

□
②

安
全

衛
生

管
理

体
制

を
確

立
し

、
組

織
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
 

□
③

安
全

衛
生

管
理

活
動

が
、

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。

□
④

安
全

管
理

に
関

す
る

技
術

開
発

や
創

意
工

夫
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

□
⑤

安
全

協
議

会
活

動
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

□
⑥

そ
の

他
 　

理
由

：

詳
細

評
価

内
容

※
上

記
評

価
対

象
項

目
の

う
ち

、
該

当
項

目
を

総
合

的
に

判
断

し
て

、
a、

b、
c
、

d、
e
評

価
を

行
う

。

a
a'

b
b'

c

６
．

社
会

性
等

　
Ⅰ

．
地

域
へ

の
貢

献
等

[評
定

対
象

項
目

］

□
①

災
害

時
等

に
地

域
へ

の
救

援
活

動
等

に
協

力
し

た
。

  
  

  

□
②

周
辺

地
域

の
環

境
保

全
、

生
物

保
護

等
に

つ
い

て
、

具
体

的
な

対
策

を
し

た
。

□
③

現
場

事
務

所
や

作
業

現
場

の
環

境
を

周
辺

地
域

と
の

景
観

に
合

わ
せ

る
等

、
周

辺
地

域
と

の
調

和
を

図
っ

た
。

□
④

広
報

活
動

や
現

場
見

学
会

等
を

実
施

し
て

、
地

域
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

っ
た

。

□
⑤

地
域

イ
ベ

ン
ト

へ
の

協
力

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
等

へ
の

協
力

や
参

加
を

し
た

。

□
⑥

県
産

品
の

使
用

に
積

極
的

に
務

め
た

。

□
⑦

そ
の

他
 　

理
由

：

詳
細

評
価

内
容

※
上

記
評

価
対

象
項

目
の

う
ち

、
該

当
項

目
を

総
合

的
に

判
断

し
て

、
a、

a'
、

b、
b'

、
c
評

価
を

行
う

。

※
１

．
総

括
監

督
員

は
、

担
当

監
督

員
の

意
見

を
参

考
に

総
括

的
な

評
価

を
行

う
。

※
２

．
評

価
に

当
た

っ
て

は
評

価
対

象
項

目
の

■
の

数
に

と
ら

わ
れ

ず
、

一
項

目
で

も
評

価
す

る
内

容
が

充
実

し
て

い
る

場
合

は
、

総
合

的
な

視
点

で
判

断
し

評
価

す
る

。

※
３

．
地

域
へ

の
貢

献
等

と
は

、
工

事
の

施
工

に
伴

っ
て

、
地

域
社

会
や

住
民

に
対

す
る

配
慮

等
の

貢
献

に
つ

い
て

加
点

評
価

す
る

。

※
４

．
■

を
付

し
た

評
価

対
象

項
目

に
つ

い
て

、
評

価
し

た
内

容
及

び
効

果
が

あ
っ

た
内

容
を

詳
細

評
価

内
容

欄
に

記
載

す
る

。

評
価

考
査

項
目

細
  

別

考
査

項
目

工
程

管
理

が
優

れ
て

い
る

工
程

管
理

が
良

好
で

あ
る

工
程

管
理

が
適

切
で

あ
る

工
程

管
理

が
や

や
不

適
切

で
あ

る
工

程
管

理
が

不
適

切
で

あ
る

評
価

安
全

対
策

が
適

切
で

あ
る

安
全

対
策

が
や

や
不

適
切

で
あ

る
安

全
対

策
が

不
適

切
で

あ
る

。
安

全
対

策
が

優
れ

て
い

る
安

全
対

策
が

良
好

で
あ

る

地
域

へ
の

貢
献

が
や

や
優

れ
て

い
る

地
域

へ
の

貢
献

が
良

好
で

あ
る

地
域

へ
の

貢
献

が
や

や
良

好
で

あ
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
 

地
域

へ
の

貢
献

が
優

れ
て

い
る

細
  

別

評
価
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別
紙

－
1
⑩

（
総

括
監

督
員

）

評
価

対
象

項
目

　
（
１

／
２

）

４
．

工
事

特
性

※
下

記
の

対
応

事
項

に
１

つ
以

上
■

が
付

け
ば

２
点

の
加

点
と

す
る

。

（
施

工
条

件
等

へ
の

対
応

）
□

①
延

べ
面

積
1
0
,0

0
0
㎡

以
上

の
建

物

□
②

地
上

９
階

以
上

又
は

建
物

高
さ

3
1
m

以
上

の
建

物

□
③

大
空

間
の

ホ
ー

ル
等

を
有

す
る

建
物

□
④

そ
の

他
 　

理
由

：

詳
細

評
価

内
容

：

※
下

記
の

対
応

事
項

に
１

つ
以

上
■

が
付

け
ば

２
点

の
加

点
と

す
る

。

□
①

対
象

建
物

の
耐

震
レ

ベ
ル

□
②

建
物

機
能

の
特

殊
性

□
③

そ
の

他
　

理
由

：

[評
価

技
術

事
例

]

・
建

築
工

事
で

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
等

に
対

す
る

耐
震

性
能

が
Ⅰ

aに
属

す
る

工
事

・
電

気
又

は
機

械
設

備
工

事
で

防
災

上
重

要
な

機
能

を
必

要
と

す
る

防
災

拠
点

等
に

該
当

す
る

工
事

・
研

究
施

設
、

美
術

館
等

、
特

殊
機

能
・
設

備
の

有
る

建
物

詳
細

評
価

内
容

：

※
下

記
の

対
応

事
項

に
１

つ
以

上
■

が
付

け
ば

２
点

の
加

点
と

す
る

。

□
①

建
築

材
料

、
設

備
機

材
、

工
法

に
つ

い
て

、
提

案
が

あ
る

場
合

　
　

【
総

合
評

価
に

お
け

る
技

術
提

案
は

除
く
】

□
②

設
計

条
件

と
し

て
、

工
法

、
材

料
及

び
設

備
シ

ス
テ

ム
（
機

材
を

含
む

）
の

特
殊

性

□
③

制
約

条
件

等
が

あ
り

、
施

工
難

度
が

特
に

高
い

場
合

□
④

そ
の

他
　

理
由

：

[評
価

技
術

事
例

]

・
パ

イ
ロ

ッ
ト

工
事

又
は

特
異

な
試

験
フ

ィ
ー

ル
ド

工
事

で
特

許
工

法
等

の
技

術
的

に
検

討
が

必
要

な
工

事

・
特

殊
な

工
法

及
び

材
料

等
を

採
用

し
た

工
事

・
特

殊
な

設
備

シ
ス

テ
ム

を
採

用
し

た
工

事

・
免

震
装

置
を

設
け

る
工

事

・
大

規
模

な
山

留
め

工
法

が
必

要
な

工
事

・
敷

地
内

又
は

周
辺

部
の

工
作

物
、

配
管

・
配

線
等

の
大

規
模

な
移

設
、

切
り

回
し

を
行

う
工

事

・
仮

設
備

等
を

設
け

、
シ

ス
テ

ム
を

停
止

す
る

こ
と

な
く
配

管
・
配

線
等

の
大

規
模

な
盛

替
え

等
を

必
要

と
す

る
改

修
工

事

詳
細

評
価

内
容

：

細
別

■
建

物
規

模
へ

の
対

応 ■
建

物
固

有
の

機
能

の
難

し
さ

へ
の

対
応

0
点

評
　

点

■
建

物
固

有
の

施
工

技
術

の
難

し
さ

へ
の

対
応

考
査

項
目

0
点

評
　

点

評
　

点

0
点
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評
価

対
象

項
目

　
（
２

／
２

）

４
．

工
事

特
性

※
下

記
の

対
応

事
項

に
１

つ
以

上
■

が
付

け
ば

２
点

の
加

点
と

す
る

。

□
①

湧
水

の
発

生
、

地
下

水
の

影
響

（
地

盤
掘

削
時

）

□
②

 軟
弱

地
盤

、
支

持
地

盤
の

影
響

□
③

雨
・
雪

・
風

・
気

温
等

の
影

響

□
④

そ
の

他
　

理
由

：

[評
価

技
術

事
例

]

・
地

下
水

位
が

高
く
、

ウ
エ

ル
ポ

イ
ン

ト
等

の
排

水
設

備
が

必
要

な
工

事

・
液

状
化

対
策

工
法

や
地

盤
改

良
を

伴
う

工
事

・
冬

期
施

工
の

た
め

、
大

規
模

な
雪

寒
冬

囲
い

を
す

る
必

要
が

あ
り

、
冬

期
の

養
生

温
度

の
管

理
や

施
工

ス
ペ

ー
ス

の
制

限
を

受
け

た
工

事

詳
細

評
価

内
容

：

※
下

記
の

対
応

事
項

に
１

つ
以

上
■

が
付

け
ば

２
点

の
加

点
と

す
る

。

□
①

地
中

埋
設

物
等

の
作

業
障

害
　

□
②

工
事

の
影

響
に

配
慮

す
べ

き
建

物
等

の
近

接
物

□
③

 周
辺

住
民

等
に

対
す

る
騒

音
・
振

動
の

配
慮

□
④

周
辺

水
域

環
境

に
対

す
る

水
質

汚
濁

の
配

慮

□
⑤

そ
の

他
　

理
由

：

[評
価

技
術

事
例

]

・
工

事
に

支
障

を
き

た
す

地
中

埋
設

物
、

酸
欠

、
有

毒
・
可

燃
性

ガ
ス

等
の

対
策

が
必

要
な

工
事

・
工

事
場

所
周

辺
に

近
接

工
事

が
あ

り
、

困
難

な
調

整
を

要
す

る
工

事

・
場

内
に

汚
水

処
理

装
置

（
水

替
え

）
を

必
要

と
す

る
工

事

・
住

居
専

用
地

域
等

で
、

騒
音

な
ど

の
時

間
規

制
が

条
例

で
定

め
ら

れ
て

る
工

事

・
有

線
電

気
通

信
法

に
よ

る
届

出
が

必
要

な
テ

レ
ビ

電
波

障
害

対
策

工
事

で
、

困
難

な
調

整
を

を
行

っ
た

工
事

詳
細

評
価

内
容

：

　
※

下
記

の
対

応
事

項
に

１
つ

に
■

が
付

け
ば

４
点

の
加

点
と

し
、

最
大

１
０

点
と

す
る

。

【
長

期
工

事
に

お
け

る
安

全
確

保
へ

の
対

応
】

□
①

１
２

ヶ
月

を
超

え
る

工
期

で
事

故
が

無
く
完

成
し

た
工

事
　

（
た

だ
し

全
面

一
時

中
止

期
間

は
除

く
）

【
災

害
等

で
の

臨
機

の
措

置
】

□
②

地
震

、
台

風
な

ど
に

お
い

て
、

適
切

に
臨

機
の

対
応

を
行

っ
た

工
事

【
施

工
状

況
（
条

件
）
に

対
応

し
た

施
工

・
工

法
等

】

□
③

工
事

の
実

施
に

あ
た

り
各

種
の

制
約

が
あ

り
、

工
程

的
に

も
特

に
厳

し
く
、

施
工

の
制

限
を

受
け

た
工

事

□
④

工
程

上
他

工
事

の
制

約
を

受
け

、
機

械
、

人
員

の
増

強
を

行
っ

た
工

事

□
⑤

受
注

者
の

責
に

よ
ら

な
い

休
日

・
夜

間
作

業
が

工
程

の
過

半
を

超
え

る
工

事

□
⑥

施
設

を
使

用
し

な
が

ら
の

工
事

で
、

工
程

的
な

制
約

が
特

に
厳

し
い

工
事

□
⑦

特
に

困
難

な
調

整
を

要
す

る
他

工
事

（
近

接
工

区
）
の

受
注

者
が

複
数

あ
る

工
事

□
⑧

外
来

者
の

多
い

施
設

で
、

作
業

範
囲

内
に

外
来

者
・
通

行
人

等
の

動
線

が
あ

る
工

事

□
⑨

特
殊

な
室

な
ど

で
、

工
種

が
輻

輳
し

困
難

な
調

整
を

要
す

る
工

事

□
⑩

施
工

ﾔ
ｰ

ﾄﾞ
が

狭
く
、

高
さ

制
限

も
あ

り
、

施
工

及
び

機
械

の
移

動
や

旋
回

等
に

制
約

を
受

け
た

工
事

□
⑪

同
一

敷
地

内
に

お
け

る
施

設
を

使
用

し
な

が
ら

の
建

て
替

え
工

事
で

、
工

程
の

制
約

等
が

特
に

厳
し

い
工

事

□
⑫

そ
の

他
　

理
由

：

詳
細

評
価

内
容

：

※
１

．
工

事
特

性
は

、
最

大
２

０
点

の
加

点
評

価
と

す
る

。
な

お
、

１
項

目
に

複
数

の
内

容
が

あ
る

場
合

又
は

、
対

象
範

囲
が

広
い

場
合

は
、

そ
れ

以
上

の
点

数
を

与
え

て
も

良
い

。

※
２

．
担

当
監

督
員

が
評

価
す

る
「
創

意
工

夫
」
と

の
二

重
評

価
は

行
わ

な
い

。

※
３

．
評

価
に

あ
た

っ
て

は
、

担
当

監
督

員
の

意
見

も
参

考
に

評
価

す
る

。

※
４

．
■

を
付

し
た

評
価

対
象

項
目

に
つ

い
て

、
評

価
内

容
を

詳
細

評
価

内
容

欄
に

記
載

す
る

。

細
別

考
査

項
目

評
　

点

0
点

評
　

点

0
点

■
厳

し
い

自
然

・
 地

盤
条

件
へ

の
対

応

■
施

工
現

場
で

の
対

応

（
施

工
条

件
等

へ
の

対
応

）

評
点

計

0
点

■
厳

し
い

周
辺

環
境

、
社

会
条

件
と

の
対

応

評
　

点

0
点
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別
紙

－
1
⑪

（
総

括
監

督
員

）

該
当

無
し

-
2
0

点
1
.入

札
参

加
資

格
停

止
３

ヶ
月

以
上

-
1
5

点
2
.入

札
参

加
資

格
停

止
２

ヶ
月

以
上

３
ヶ

月
未

満

-
1
3

点
3
.入

札
参

加
資

格
停

止
１

ヶ
月

以
上

２
ヶ

月
未

満

-
1
0

点
4
.入

札
参

加
資

格
停

止
２

週
間

以
上

１
ヶ

月
未

満

-
8

点
5
.文

書
注

意

-
5

点
6
.口

頭
注

意

-
3

点
7
.工

事
関

係
者

事
故

ま
た

は
公

衆
災

害
が

発
生

し
た

が
、

ﾋ
ｭ
ｰ

ﾏ
ﾝ
ｴ
ﾗ
ｰ

等
軽

微
で

あ
り

、
口

頭
注

意
以

上
の

処
分

が
な

か
っ

た
場

合
（
措

置
な

し
と

し
た

案
件

。
な

お
、

も
ら

い
事

故
や

交
通

事
故

は
該

当
し

な
い

。
）

点
8
.そ

の
他

①
本

考
査

項
目

（
８

.法
令

遵
守

等
）
で

評
価

す
る

事
例

は
、

「
工

事
の

施
工

に
あ

た
り

、
工

事
関

係
者

が
下

記
の

適
応

事
例

で
上

表
1
か

ら
7
の

措
置

が
あ

っ
た

」
場

合
に

適
用

す
る

。

②
「
工

事
の

施
工

に
あ

た
り

」
と

は
、

工
事

請
負

契
約

書
の

記
載

内
容

（
工

事
名

、
工

期
、

施
工

場
所

等
）
を

履
行

す
る

こ
と

に
限

定
す

る
。

③
「
工

事
関

係
者

」
と

は
、

②
を

履
行

す
る

工
事

現
場

に
従

事
す

る
現

場
代

理
人

、
監

理
技

術
者

者
（
特

例
監

理
技

術
者

を
含

む
）
、

監
理

技
術

者
補

佐
、

主
任

技
術

者
、

受
注

企
業

の
現

場
従

事
職

員
及

び
②

を
履

行
す

る
た

め
に

下
請

契
約

し
、

そ
の

履
行

を

　
　

す
る

た
め

に
従

事
す

る
者

に
限

定
す

る
。

④
口

頭
注

意
未

満
の

処
分

を
受

け
た

後
、

事
故

及
び

災
害

等
に

お
い

て
安

全
対

策
の

改
善

が
見

ら
れ

な
い

場
合

（
担

当
又

は
総

括
監

督
員

か
ら

の
文

書
注

意
、

口
頭

注
意

等
）
は

、
担

当
又

は
総

括
監

督
員

の
評

価
対

象
項

目
で

あ
る

安
全

対
策

に
お

い
て

　
　

減
点

を
す

る
。

⑤
総

合
評

価
落

札
方

式
に

お
い

て
、

受
注

者
の

責
に

よ
り

提
案

を
満

足
す

る
施

工
が

行
わ

れ
な

い
場

合
等

は
、

上
表

８
に

よ
り

不
履

行
の

項
目

ご
と

に
5
点

減
点

す
る

。

【
上

記
で

評
価

す
る

場
合

の
適

応
事

例
】

・
  

1
.入

札
前

に
提

出
し

た
調

査
資

料
等

が
虚

為
で

あ
っ

た
事

実
が

判
明

し
た

。

・
　

2
.承

諾
な

し
に

権
利

義
務

等
第

三
者

譲
渡

又
は

承
継

を
行

っ
た

。

・
　

3
.労

働
者

の
寄

宿
舎

環
境

等
に

つ
い

て
労

働
基

準
法

上
違

反
が

あ
り

、
送

検
等

さ
れ

た
。

・
  

4
.産

業
廃

棄
物

処
理

法
に

違
反

す
る

不
法

投
棄

、
砂

利
採

取
法

に
違

反
す

る
無

許
可

採
取

等
、

関
係

法
令

に
違

反
す

る
事

実
が

判
明

し
た

。

・
　

5
.当

該
工

事
関

係
者

が
贈

収
賄

等
に

よ
り

逮
捕

ま
た

は
公

訴
さ

れ
た

。

・
  

6
.建

設
業

法
に

違
反

す
る

事
実

が
判

明
し

た
　

例
）
一

括
下

請
負

、
技

術
者

の
専

任
違

反
等

・
　

7
.入

国
管

理
法

に
違

反
す

る
外

国
人

の
不

法
就

労
者

が
判

明
し

、
送

検
等

さ
れ

た
。

・
　

8
.使

用
人

等
の

就
労

に
関

す
る

労
働

基
準

法
に

違
反

す
る

事
実

が
判

明
し

、
送

検
等

さ
れ

た
。

・
　

9
.監

督
ま

た
は

検
査

の
実

施
に

あ
た

り
、

職
務

の
執

行
を

妨
げ

た
。

あ
る

い
は

不
当

な
政

治
力

等
の

圧
力

を
か

け
、

妨
害

し
た

。

・
 1

0
.下

請
代

金
遅

延
防

止
法

第
４

条
に

規
定

す
る

下
請

代
金

の
支

払
い

を
期

日
以

内
に

行
っ

て
い

な
い

。
あ

る
い

は
不

当
に

下
請

代
金

の
額

を
減

じ
て

い
る

。
あ

る
い

は
そ

れ
に

類
す

る
行

為
が

あ
る

。

・
 1

1
.過

積
載

等
の

道
路

交
通

法
違

反
に

よ
り

、
逮

捕
ま

た
は

送
検

等
さ

れ
た

。

・
 1

2
.受

注
企

業
の

社
員

に
「
指

定
暴

力
団

」
あ

る
い

は
「
指

定
暴

力
団

の
傘

下
組

織
（
団

体
）
」
に

所
属

す
る

構
成

員
、

準
構

成
員

、
企

業
舎

弟
等

、
暴

力
団

関
係

者
が

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

・
 1

3
.下

請
け

に
暴

力
団

関
係

企
業

が
入

っ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

あ
る

い
は

暴
力

団
対

策
法

第
９

条
に

記
さ

れ
て

い
る

、
砂

利
、

砂
、

防
音

シ
ー

ト
、

軍
手

等
の

物
品

の
納

入
、

作
業

員
や

ガ
ー

ド
マ

ン
の

受
け

入
れ

、
作

業
員

用
の

自
動

販
売

機
の

設
置

等
を

行
っ

て
い

る
事

実
が

判
明

し
た

。

・
 1

4
.受

注
企

業
及

び
下

請
け

等
が

暴
力

団
員

等
に

よ
る

不
当

介
入

を
受

け
た

が
警

察
等

へ
の

通
報

等
を

怠
っ

た
。

・
 1

5
.安

全
管

理
の

措
置

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

に
、

死
傷

者
を

生
じ

さ
せ

た
工

事
関

係
者

事
故

、
ま

た
は

重
大

な
損

害
を

与
え

た
公

衆
災

害
を

起
こ

し
た

。

・
 1

6
.引

渡
し

後
に

事
故

等
が

発
生

し
、

工
事

目
的

物
が

受
注

者
の

責
に

よ
る

契
約

不
適

合
で

重
大

な
も

の
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

・
 1

7
.低

入
コ

ス
ト

調
査

で
虚

偽
の

報
告

が
あ

っ
た

。

・
 1

8
.受

注
者

の
責

に
よ

り
工

期
内

に
工

事
を

完
成

出
来

な
か

っ
た

。

・
 1

9
.受

注
者

が
契

約
約

款
第

７
条

の
２

の
規

定
に

違
反

し
て

社
会

保
険

等
未

加
入

建
設

業
者

を
下

請
負

人
と

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

・
 2

0
.そ

の
他

　
理

由
：

点
数

措
置

内
容

法
令

遵
守

等
の

該
当

項
目

一
覧

表

評
　

点

0
点

考
査

項
目

８
．

法
令

遵
守

等
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工
事

成
績

採
点

の
考

慮
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

（
建

築
・
設

備
工

事
）

別
紙

－
1
⑫

[記
入

方
法

］
該

当
す

る
項

目
の

□
を

■
に

す
る

。
（
検

査
員

）

対
象

a
b

c
d

e

2
．

施
工

状
況

[評
定

対
象

項
目

］
□

□
□

□
①

契
約

約
款

第
1
8
条

第
１

項
に

基
づ

く
設

計
図

書
の

照
査

結
果

を
、

適
切

に
処

理
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

②
施

工
計

画
書

が
、

設
計

図
書

及
び

現
場

条
件

を
反

映
し

た
内

容
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

③
施

工
計

画
書

に
、

出
来

形
・
品

質
確

保
の

た
め

の
記

載
が

あ
り

、
管

理
の

た
め

の
方

法
が

確
認

で
き

る
。

□
□

④
施

工
計

画
書

の
記

載
内

容
と

現
場

施
工

方
法

が
、

一
致

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
上

記
該

当
事

項
が

あ
れ

ば
 ・

・
・
・
　

d
上

記
該

当
事

項
が

あ
れ

ば
 ・

・
・
・
　

ｅ

□
□

⑤
工

事
記

録
の

整
備

が
、

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

⑥
使

用
す

る
材

料
、

機
材

の
搬

入
後

の
管

理
が

適
切

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

⑦
一

工
程

の
施

工
の

確
認

の
報

告
が

、
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

□
□

⑧
建

設
廃

棄
物

の
処

分
及

び
建

設
副

産
物

等
の

リ
サ

イ
ク

ル
へ

の
取

り
組

み
が

、
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

□
□

⑨
社

内
検

査
が

計
画

的
に

行
わ

れ
、

出
来

形
、

品
質

等
の

管
理

を
工

事
全

般
に

わ
た

っ
て

十
分

に
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

□
□

⑩
独

自
の

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
等

の
管

理
基

準
に

よ
り

、
日

常
的

に
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

□
□

⑪
工

事
の

関
係

書
類

及
び

資
料

の
整

理
が

よ
い

。

□
□

⑫
そ

の
他

 　
理

由
：

評
価

対
象

項
目

の
合

計
の

う
ち

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ａ
①

　
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
評

価
す

べ
き

項
目

で
な

い
場

合
は

空
白

の
ま

ま
と

す
る

。

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・
・
・

ｂ
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
(％

)計
算

の
値

で
評

価
す

る
。

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・
・
・

ｃ
③

　
評

価
値

（
％

）
＝

（
評

価
数

 0
／

対
象

評
価

項
目

数
 0

）
×

1
0
0

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ｄ

考
査

項
目

チ ェ ッ ク エ ラ ー 有

施
工

管
理

が
不

適
切

で
あ

る
施

工
管

理
が

や
や

不
適

切
で

あ
る

施
工

管
理

に
関

し
て

、
監

督
員

か
ら

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

施
工

管
理

に
関

し
て

、
監

督
員

か
ら

の
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

に
従

わ
な

か
っ

た
。

細
  

別

Ⅰ
．

施
工

管
理

施
工

管
理

が
優

れ
て

い
る

施
工

管
理

が
適

切
で

あ
る

施
工

管
理

が
良

好
で

あ
る

5-20 



別
紙

－
1
⑬

（
検

査
員

）

対
象

a
a'

b
b'

c
d

e

３
．

出
来

形
　

　
　

　
　

　
　

及
び

　
　

出
来

ば
え

[評
定

対
象

項
目

］
□

□
□

□
①

承
諾

図
等

が
、

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

②
施

工
図

等
が

、
設

計
図

書
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

□
□

③
施

工
計

画
書

等
で

出
来

形
の

管
理

基
準

を
設

定
し

、
計

画
に

基
づ

く
管

理
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

□
□

④
出

来
形

の
管

理
記

録
の

整
備

が
、

良
好

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

上
記

該
当

事
項

が
あ

れ
ば

 ・
・
・
・
　

d
上

記
該

当
事

項
が

あ
れ

ば
 ・

・
・
・
　

ｅ

□
□

⑤
出

来
形

の
管

理
方

法
が

、
工

夫
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

□
□

⑥
現

場
に

お
け

る
出

来
形

が
、

設
計

図
書

を
満

足
し

、
適

切
な

施
工

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

⑦
現

場
に

お
け

る
出

来
形

が
良

好
で

、
施

工
の

精
度

が
高

い
。

□
□

⑧
不

可
視

部
分

と
な

る
出

来
形

が
、

工
事

写
真

、
施

工
記

録
に

よ
り

、
確

認
で

き
る

。

□
□

⑨
解

体
又

は
撤

去
工

事
の

場
合

、
撤

去
対

象
物

の
範

囲
等

が
確

認
で

き
、

適
切

な
処

分
を

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

□
□

⑩
そ

の
他

 　
理

由
：

評
価

対
象

項
目

の
合

計
の

う
ち

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a
①

　
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
評

価
す

べ
き

項
目

で
な

い
場

合
は

空
白

の
ま

ま
と

す
る

。

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・
・
・

a'
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
(％

)計
算

の
値

で
評

価
す

る
。

該
当

項
目

が
７

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・
・
・

b
③

　
評

価
値

（
％

）
＝

（
評

価
数

 0
／

対
象

評
価

項
目

数
 0

）
×

1
0
0

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

７
０

％
未

満
・
・
・

b'

該
当

項
目

が
５

０
％

以
上

６
０

％
未

満
・
・
・

ｃ

該
当

項
目

が
５

０
％

未
満

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ｄ

※
１

．
出

来
形

の
対

象
は

「
材

料
、

機
材

」
と

「
施

工
の

完
了

し
た

も
の

」
で

あ
り

、
工

事
目

的
物

の
形

状
、

寸
法

、
位

置
、

数
量

並
び

に
管

理
記

録
と

設
計

図
書

を
対

比
す

る
こ

と
に

よ
り

評
価

を
行

う
。

対
象

a
a'

b
b'

c
d

e

３
．

出
来

形
　

　
　

　
　

　
　

及
び

　
　

出
来

ば
え

建
築

工
事

[評
定

対
象

項
目

］
□

□
□

□
①

材
料

・
製

品
の

品
質

が
、

製
作

図
等

に
よ

り
確

認
で

き
、

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

②
施

工
の

各
段

階
に

お
け

る
完

了
時

の
試

験
及

び
記

録
の

方
法

が
、

適
切

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

③
材

料
の

品
質

確
認

記
録

の
内

容
が

、
適

切
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

□
□

④
品

質
の

確
認

結
果

が
、

分
り

や
す

く
整

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
上

記
該

当
事

項
が

あ
れ

ば
 ・

・
・
・
　

d
上

記
該

当
事

項
が

あ
れ

ば
 ・

・
・
・
　

ｅ

□
□

⑤
施

工
の

品
質

が
適

切
で

あ
り

、
設

計
図

書
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

□
□

⑥
建

具
、

ユ
ニ

ッ
ト

等
の

性
能

及
び

機
能

に
関

す
る

確
認

方
法

が
適

切
で

あ
り

、
記

録
の

内
容

が
設

計
図

書
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

□
□

⑦
躯

体
工

事
に

お
け

る
施

工
の

品
質

が
、

施
工

記
録

等
に

よ
り

確
認

で
き

、
良

好
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

□
□

⑧
内

外
仕

上
げ

工
事

に
お

け
る

施
工

の
品

質
が

、
施

工
記

録
等

に
よ

り
確

認
で

き
、

良
好

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

⑨
そ

の
他

の
工

事
（
躯

体
・
内

外
仕

上
げ

を
除

く
）
に

お
け

る
施

工
の

品
質

が
、

施
工

記
録

等
に

よ
り

確
認

で
き

、
良

好
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

□
□

⑩
不

可
視

部
分

と
な

る
品

質
が

、
工

事
写

真
、

施
工

記
録

に
よ

り
確

認
で

き
る

。

□
□

⑪
中

間
検

査
や

一
部

完
成

検
査

で
の

工
夫

や
良

好
な

施
工

の
品

質
が

、
継

続
し

て
確

認
で

き
る

。

□
□

⑫
そ

の
他

 　
理

由
：

評
価

対
象

項
目

の
合

計
の

う
ち

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a
①

　
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
評

価
す

べ
き

項
目

で
な

い
場

合
は

空
白

の
ま

ま
と

す
る

。

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・
・
・

a'
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
(％

)計
算

の
値

で
評

価
す

る
。

該
当

項
目

が
７

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・
・
・

b
③

　
評

価
値

（
％

）
＝

（
評

価
数

 0
／

対
象

評
価

項
目

数
 0

）
×

1
0
0

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

７
０

％
未

満
・
・
・

b'

該
当

項
目

が
５

０
％

以
上

６
０

％
未

満
・
・
・

ｃ

該
当

項
目

が
５

０
％

未
満

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ｄ

※
１

．
目

的
物

の
品

質
の

水
準

を
評

価
す

る
こ

と
。

※
２

．
品

質
の

対
象

は
、

「
材

料
、

機
材

」
と

「
施

工
が

完
了

し
た

も
の

（
シ

ス
テ

ム
を

含
む

）
」
が

あ
り

、
工

事
目

的
物

の
品

質
及

び
品

質
管

理
に

関
す

る
各

種
の

記
録

と
設

計
図

書
を

対
比

す
る

こ
と

に
よ

り
技

術
的

な
評

価
を

行
う

。

※
３

．
１

つ
の

工
事

の
中

に
建

築
工

事
・
電

気
設

備
工

事
・
機

械
設

備
工

事
等

の
工

種
が

２
以

上
複

合
し

て
い

る
工

事
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

工
種

毎
に

評
価

し
、

工
事

費
内

訳
に

よ
る

加
重

平
均

な
ど

の
方

法
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

そ
の

工
事

に
お

い
て

複
合

し
て

い
る

工
種

の
う

ち
、

規
模

が
小

さ
く
評

定
に

影
響

を
与

え
な

い
工

種
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
（
例

：
改

修
工

事
等

に
お

い
て

含
ま

れ
る

軽
微

な
附

帯
す

る
工

種
）

考
査

項
目

工
事

比
率

チ ェ ッ ク エ ラ ー 有

Ⅱ
．

品
質

考
査

項
目

細
  

別

チ ェ ッ ク エ ラ ー 有

出
来

形
が

適
切

で
あ

る

品
質

が
良

好
で

あ
る

品
質

が
特

に
良

好
で

あ
る

品
質

が
適

切
で

あ
る

出
来

形
が

や
や

不
適

切
で

あ
る

出
来

形
が

不
適

切
で

あ
る

出
来

形
が

特
に

優
れ

て
い

る
出

来
形

が
優

れ
て

い
る

出
来

形
が

特
に

良
好

で
あ

る
出

来
形

が
良

好
で

あ
る

品
質

の
管

理
に

関
し

て
、

監
督

員
か

ら
文

書
で

指
示

を
行

い
改

善
さ

れ
た

。

品
質

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
契

約
約

款
第

３
１

条
に

基
づ

く
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

出
来

形
の

管
理

に
関

し
て

、
監

督
員

か
ら

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

出
来

形
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

契
約

約
款

第
３

１
条

に
基

づ
く
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

品
質

が
や

や
不

適
切

で
あ

る
品

質
が

不
適

切
で

あ
る

細
  

別

Ⅰ
．

出
来

形

品
質

が
特

に
優

れ
て

い
る

品
質

が
優

れ
て

い
る

5-21 



別
紙

－
1
⑭

（
検

査
員

）

対
象

a
a'

b
b'

c
d

e

３
．

出
来

形
　

　
　

　
　

　
　

及
び

　
　

出
来

ば
え

電
気

設
備

工
事

[評
定

対
象

項
目

］
□

□
受

変
電

設
備

工
事

□
□

①
機

材
の

品
質

が
、

承
諾

図
等

に
よ

り
確

認
で

き
、

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

②
施

工
の

各
段

階
に

お
け

る
完

了
時

の
試

験
及

び
記

録
の

方
法

が
、

適
切

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

③
機

材
の

品
質

確
認

記
録

の
内

容
が

、
適

切
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

□
□

④
品

質
の

確
認

結
果

が
、

分
り

や
す

く
整

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
上

記
該

当
事

項
が

あ
れ

ば
 ・

・
・
・
　

d
上

記
該

当
事

項
が

あ
れ

ば
 ・

・
・
・
　

ｅ

□
□

⑤
施

工
の

品
質

が
、

適
切

で
あ

り
、

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

⑥
施

工
の

品
質

が
、

試
験

や
検

査
等

の
結

果
の

記
録

に
よ

り
、

優
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

⑦
シ

ス
テ

ム
の

性
能

及
び

機
能

に
関

す
る

試
運

転
の

確
認

方
法

が
適

切
で

あ
り

、
記

録
の

内
容

が
、

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

⑧
シ

ス
テ

ム
の

性
能

及
び

機
能

に
関

す
る

試
運

転
の

確
認

方
法

に
工

夫
が

あ
る

。

□
□

⑨
不

可
視

部
分

と
な

る
品

質
が

、
工

事
写

真
、

施
工

記
録

に
よ

り
確

認
で

き
る

。

□
□

⑩
中

間
検

査
や

一
部

完
成

検
査

で
の

工
夫

や
良

好
な

施
工

の
品

質
が

、
継

続
し

て
確

認
で

き
る

。

□
□

⑪
運

転
・
点

検
上

の
表

示
及

び
危

険
箇

所
な

ど
の

表
示

等
が

明
確

で
解

り
や

す
い

。

□
□

⑫
そ

の
他

 　
理

由
：

評
価

対
象

項
目

の
合

計
の

う
ち

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a
①

　
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
評

価
す

べ
き

項
目

で
な

い
場

合
は

空
白

の
ま

ま
と

す
る

。

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・
・
・

a'
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
(％

)計
算

の
値

で
評

価
す

る
。

該
当

項
目

が
７

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・
・
・

b
③

　
評

価
値

（
％

）
＝

（
評

価
数

 0
／

対
象

評
価

項
目

数
 0

）
×

1
0
0

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

７
０

％
未

満
・
・
・

b'

該
当

項
目

が
５

０
％

以
上

６
０

％
未

満
・
・
・

ｃ

該
当

項
目

が
５

０
％

未
満

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ｄ

※
１

．
目

的
物

の
品

質
の

水
準

を
評

価
す

る
こ

と
。

※
２

．
品

質
の

対
象

は
、

「
材

料
、

機
材

」
と

「
施

工
が

完
了

し
た

も
の

（
シ

ス
テ

ム
を

含
む

）
」
が

あ
り

、
工

事
目

的
物

の
品

質
及

び
品

質
管

理
に

関
す

る
各

種
の

記
録

と
設

計
図

書
を

対
比

す
る

こ
と

に
よ

り
技

術
的

な
評

価
を

行
う

。

※
３

．
１

つ
の

工
事

の
中

に
建

築
工

事
・
電

気
設

備
工

事
・
機

械
設

備
工

事
等

の
工

種
が

２
以

上
複

合
し

て
い

る
工

事
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

工
種

毎
に

評
価

し
、

工
事

費
内

訳
に

よ
る

加
重

平
均

な
ど

の
方

法
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

そ
の

工
事

に
お

い
て

複
合

し
て

い
る

工
種

の
う

ち
、

規
模

が
小

さ
く
評

定
に

影
響

を
与

え
な

い
工

種
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
（
例

：
改

修
工

事
等

に
お

い
て

含
ま

れ
る

軽
微

な
附

帯
す

る
工

種
）

対
象

a
a'

b
b'

c
d

e

３
．

出
来

形
　

　
　

　
　

　
　

及
び

　
　

出
来

ば
え

機
械

設
備

工
事

[評
定

対
象

項
目

］
□

□
昇

降
機

工
事

□
□

①
機

材
の

品
質

が
、

承
諾

図
等

に
よ

り
確

認
で

き
、

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

②
施

工
の

各
段

階
に

お
け

る
完

了
時

の
試

験
及

び
記

録
の

方
法

が
、

適
切

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

③
機

材
の

品
質

確
認

記
録

の
内

容
が

、
適

切
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

□
□

④
品

質
の

確
認

結
果

が
、

分
り

や
す

く
整

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
上

記
該

当
事

項
が

あ
れ

ば
 ・

・
・
・
　

d
上

記
該

当
事

項
が

あ
れ

ば
 ・

・
・
・
　

ｅ

□
□

⑤
施

工
の

品
質

が
、

適
切

で
あ

り
、

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

⑥
施

工
の

品
質

が
、

試
験

や
検

査
等

の
結

果
の

記
録

に
よ

り
、

優
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

⑦
シ

ス
テ

ム
の

性
能

及
び

機
能

に
関

す
る

試
運

転
の

確
認

方
法

が
適

切
で

あ
り

、
記

録
の

内
容

が
、

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

⑧
シ

ス
テ

ム
の

性
能

及
び

機
能

に
関

す
る

試
運

転
の

確
認

方
法

に
工

夫
が

あ
る

。

□
□

⑨
不

可
視

部
分

と
な

る
品

質
が

、
工

事
写

真
、

施
工

記
録

に
よ

り
確

認
で

き
る

。

□
□

⑩
中

間
検

査
や

一
部

完
成

検
査

で
の

工
夫

や
良

好
な

施
工

の
品

質
が

、
継

続
し

て
確

認
で

き
る

。

□
□

⑪
運

転
・
点

検
上

の
表

示
及

び
危

険
箇

所
な

ど
の

表
示

等
が

明
確

で
解

り
や

す
い

。

□
□

⑫
そ

の
他

 　
理

由
：

評
価

対
象

項
目

の
合

計
の

う
ち

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a
①

　
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
評

価
す

べ
き

項
目

で
な

い
場

合
は

空
白

の
ま

ま
と

す
る

。

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・
・
・

a'
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
(％

)計
算

の
値

で
評

価
す

る
。

該
当

項
目

が
７

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・
・
・

b
③

　
評

価
値

（
％

）
＝

（
評

価
数

 0
／

対
象

評
価

項
目

数
 0

）
×

1
0
0

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

７
０

％
未

満
・
・
・

b'

該
当

項
目

が
５

０
％

以
上

６
０

％
未

満
・
・
・

ｃ

該
当

項
目

が
５

０
％

未
満

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ｄ

※
１

．
機

械
設

備
工

事
と

は
、

空
調

、
衛

生
及

び
浄

化
槽

工
事

を
い

う
。

※
２

．
目

的
物

の
品

質
の

水
準

を
評

価
す

る
こ

と
。

※
３

．
品

質
の

対
象

は
、

「
材

料
、

機
材

」
と

「
施

工
が

完
了

し
た

も
の

（
シ

ス
テ

ム
を

含
む

）
」
が

あ
り

、
工

事
目

的
物

の
品

質
及

び
品

質
管

理
に

関
す

る
各

種
の

記
録

と
設

計
図

書
を

対
比

す
る

こ
と

に
よ

り
技

術
的

な
評

価
を

行
う

。

※
４

．
１

つ
の

工
事

の
中

に
建

築
工

事
・
電

気
設

備
工

事
・
機

械
設

備
工

事
等

の
工

種
が

２
以

上
複

合
し

て
い

る
工

事
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

工
種

毎
に

評
価

し
、

工
事

費
内

訳
に

よ
る

加
重

平
均

な
ど

の
方

法
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

そ
の

工
事

に
お

い
て

複
合

し
て

い
る

工
種

の
う

ち
、

規
模

が
小

さ
く
評

定
に

影
響

を
与

え
な

い
工

種
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
（
例

：
改

修
工

事
等

に
お

い
て

含
ま

れ
る

軽
微

な
附

帯
す

る
工

種
）

考
査

項
目

考
査

項
目

品
質

が
良

好
で

あ
る

工
事

比
率

チ ェ ッ ク エ ラ ー 有

工
事

比
率

品
質

の
管

理
に

関
し

て
、

監
督

員
か

ら
文

書
で

指
示

を
行

い
改

善
さ

れ
た

。

品
質

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
契

約
約

款
第

３
１

条
に

基
づ

く
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

品
質

が
適

切
で

あ
る

品
質

が
や

や
不

適
切

で
あ

る
品

質
が

不
適

切
で

あ
る

細
  

別

Ⅱ
．

品
質

品
質

が
特

に
優

れ
て

い
る

品
質

が
優

れ
て

い
る

品
質

が
特

に
良

好
で

あ
る

品
質

の
管

理
に

関
し

て
、

監
督

員
か

ら
文

書
で

指
示

を
行

い
改

善
さ

れ
た

。

品
質

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
契

約
約

款
第

３
１

条
に

基
づ

く
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

細
  

別

Ⅱ
．

品
質

品
質

が
不

適
切

で
あ

る

チ ェ ッ ク エ ラ ー 有

品
質

が
優

れ
て

い
る

品
質

が
適

切
で

あ
る

品
質

が
や

や
不

適
切

で
あ

る
品

質
が

特
に

優
れ

て
い

る
品

質
が

特
に

良
好

で
あ

る

品
質

が
良

好
で

あ
る
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別
紙

－
1
⑮

（
検

査
員

）

対
象

a
b

c
d

３
．

出
来

形
　

　
　

　
　

　
　

及
び

　
　

出
来

ば
え

建
築

工
事

[評
定

対
象

項
目

］
□

□
□

①
き

め
細

か
な

施
工

が
な

さ
れ

、
取

り
合

い
の

納
ま

り
や

端
部

ま
で

仕
上

が
り

が
良

い
。

□
□

②
関

連
工

事
(工

種
)又

は
既

存
部

分
と

の
調

整
が

な
さ

れ
、

調
和

が
良

い
仕

上
が

り
で

あ
る

。

□
□

③
使

い
勝

手
や

使
用

者
の

安
全

に
対

す
る

配
慮

に
優

れ
て

い
る

。
上

記
該

当
事

項
が

あ
れ

ば
 ・

・
・
・
　

d

□
□

④
仕

上
が

り
の

状
態

が
良

好
で

、
作

動
状

態
も

良
好

で
あ

る
。

□
□

⑤
色

調
が

均
一

で
あ

り
、

色
む

ら
等

が
無

く
、

全
体

的
な

美
観

が
良

好
で

あ
る

。

□
□

⑥
材

料
・
製

品
の

割
付

や
通

り
等

が
良

く
、

全
体

的
な

出
来

ば
え

が
良

好
で

あ
る

。

□
□

⑦
保

全
に

配
慮

し
た

施
工

が
な

さ
れ

て
い

る
。

□
□

⑧
そ

の
他

 　
理

由
：

評
価

対
象

項
目

の
合

計
の

う
ち

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a
①

　
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
評

価
す

べ
き

項
目

で
な

い
場

合
は

空
白

の
ま

ま
と

す
る

。

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・
・
・

b
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
(％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

該
当

項
目

が
８

０
％

未
満

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

c
③

　
評

価
値

（
％

）
＝

（
評

価
数

 0
／

対
象

評
価

項
目

数
 0

）
×

1
0
0

④
　

評
価

対
象

項
目

数
が

２
項

目
以

下
の

場
合

は
、

全
て

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

。

※
１

．
全

体
的

な
仕

上
が

り
状

態
、

機
能

を
評

価
す

る
。

※
２

．
出

来
ば

え
の

評
価

は
、

全
体

的
な

仕
上

が
り

状
態

、
形

状
、

配
置

及
び

関
連

工
事

と
の

調
和

、
目

的
物

と
し

て
の

機
能

な
ど

に
つ

い
て

、
観

察
、

計
測

等
に

よ
り

技
術

的
な

評
価

を
行

う
。

※
３

．
１

つ
の

工
事

の
中

に
建

築
工

事
・
電

気
設

備
工

事
・
機

械
設

備
工

事
等

の
工

種
が

２
以

上
複

合
し

て
い

る
工

事
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

工
種

毎
に

評
価

し
、

工
事

費
内

訳
に

よ
る

加
重

平
均

な
ど

の
方

法
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

そ
の

工
事

に
お

い
て

複
合

し
て

い
る

工
種

の
う

ち
、

規
模

が
小

さ
く
評

定
に

影
響

を
与

え
な

い
工

種
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
（
例

：
改

修
工

事
等

に
お

い
て

含
ま

れ
る

軽
微

な
附

帯
す

る
工

種
）

対
象

a
b

c
d

３
．

出
来

形
　

　
　

　
　

　
　

及
び

　
　

出
来

ば
え

電
気

設
備

工
事

[評
定

対
象

項
目

］
□

受
変

電
設

備
工

事
□

□
①

き
め

細
や

か
な

施
工

が
な

さ
れ

て
い

る
。

□
□

②
関

連
工

事
(工

種
)又

は
既

存
部

分
と

の
調

整
が

な
さ

れ
、

調
和

が
良

い
仕

上
が

り
で

あ
る

。

□
□

③
機

器
又

は
シ

ス
テ

ム
と

し
て

、
運

転
状

態
が

正
常

で
あ

り
、

性
能

が
優

れ
て

い
る

。
上

記
該

当
事

項
が

あ
れ

ば
 ・

・
・
・
　

d

□
□

④
環

境
負

荷
低

減
へ

の
対

策
が

優
れ

て
い

る
。

□
□

⑤
運

転
操

作
及

び
保

守
点

検
等

の
容

易
さ

を
確

保
す

る
た

め
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
。

□
□

⑥
そ

の
他

 　
理

由
：

評
価

対
象

項
目

の
合

計
の

う
ち

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a
①

　
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
評

価
す

べ
き

項
目

で
な

い
場

合
は

空
白

の
ま

ま
と

す
る

。

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・
・
・

b
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
(％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

該
当

項
目

が
８

０
％

未
満

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

c
③

　
評

価
値

（
％

）
＝

（
評

価
数

 0
／

対
象

評
価

項
目

数
 0

）
×

1
0
0

④
　

評
価

対
象

項
目

数
が

２
項

目
以

下
の

場
合

は
、

全
て

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

。

※
１

．
全

体
的

な
仕

上
が

り
状

態
、

機
能

を
評

価
す

る
。

※
２

．
出

来
ば

え
の

評
価

は
、

全
体

的
な

仕
上

が
り

状
態

、
形

状
、

配
置

及
び

関
連

工
事

と
の

調
和

、
目

的
物

と
し

て
の

機
能

な
ど

に
つ

い
て

、
観

察
、

計
測

等
に

よ
り

技
術

的
な

評
価

を
行

う
。

※
３

．
１

つ
の

工
事

の
中

に
建

築
工

事
・
電

気
設

備
工

事
・
機

械
設

備
工

事
等

の
工

種
が

２
以

上
複

合
し

て
い

る
工

事
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

工
種

毎
に

評
価

し
、

工
事

費
内

訳
に

よ
る

加
重

平
均

な
ど

の
方

法
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

そ
の

工
事

に
お

い
て

複
合

し
て

い
る

工
種

の
う

ち
、

規
模

が
小

さ
く
評

定
に

影
響

を
与

え
な

い
工

種
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
（
例

：
改

修
工

事
等

に
お

い
て

含
ま

れ
る

軽
微

な
附

帯
す

る
工

種
）

考
査

項
目

工
事

比
率

細
  

別

Ⅲ
．

出
来

ば
え

全
体

的
な

完
成

度
が

良
好

で
あ

る

考
査

項
目

全
体

的
な

完
成

度
が

優
れ

て
い

る

チ ェ ッ ク

エ ラ ー 有

全
体

的
な

完
成

度
が

良
好

で
あ

る
全

体
的

な
完

成
度

が
適

切
で

あ
る

全
体

的
な

完
成

度
が

劣
っ

て
い

る

全
体

的
な

完
成

度
が

優
れ

て
い

る

細
  

別

Ⅲ
．

出
来

ば
え

工
事

比
率

チ ェ ッ ク エ

ラ ー 有

出
来

ば
え

が
劣

っ
て

い
る

。

出
来

ば
え

が
劣

っ
て

い
る

。

全
体

的
な

完
成

度
が

適
切

で
あ

る
全

体
的

な
完

成
度

が
劣

っ
て

い
る
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別
紙

－
1
⑯

（
検

査
員

）

対
象

a
b

c
d

３
．

出
来

形
　

　
　

　
　

　
　

及
び

　
　

出
来

ば
え

機
械

設
備

工
事

[評
定

対
象

項
目

］
□

昇
降

機
工

事
□

□
①

き
め

細
や

か
な

施
工

が
な

さ
れ

て
い

る
。

□
□

②
関

連
工

事
(工

種
)又

は
既

存
部

分
と

の
調

整
が

な
さ

れ
、

調
和

が
良

い
仕

上
が

り
で

あ
る

。

□
□

③
機

器
又

は
シ

ス
テ

ム
と

し
て

、
運

転
状

態
が

正
常

で
あ

り
、

性
能

が
優

れ
て

い
る

。
上

記
該

当
事

項
が

あ
れ

ば
 ・

・
・
・
　

d

□
□

④
環

境
負

荷
低

減
へ

の
対

策
が

優
れ

て
い

る
。

□
□

⑤
運

転
操

作
及

び
保

守
点

検
等

の
容

易
さ

を
確

保
す

る
た

め
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
。

□
□

⑥
そ

の
他

 　
理

由
：

評
価

対
象

項
目

の
合

計
の

う
ち

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a
①

　
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
評

価
す

べ
き

項
目

で
な

い
場

合
は

空
白

の
ま

ま
と

す
る

。

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・
・
・

b
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
(％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

該
当

項
目

が
８

０
％

未
満

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

c
③

　
評

価
値

（
％

）
＝

（
評

価
数

 0
／

対
象

評
価

項
目

数
 0

）
×

1
0
0

④
　

評
価

対
象

項
目

数
が

２
項

目
以

下
の

場
合

は
、

全
て

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

。

※
１

．
機

械
設

備
工

事
と

は
、

空
調

、
衛

生
及

び
浄

化
槽

工
事

を
い

う
。

※
２

．
全

体
的

な
仕

上
が

り
状

態
、

機
能

を
評

価
す

る
。

※
３

．
出

来
ば

え
の

評
価

は
、

全
体

的
な

仕
上

が
り

状
態

、
形

状
、

配
置

及
び

関
連

工
事

と
の

調
和

、
目

的
物

と
し

て
の

機
能

な
ど

に
つ

い
て

、
観

察
、

計
測

等
に

よ
り

技
術

的
な

評
価

を
行

う
。

※
４

．
１

つ
の

工
事

の
中

に
建

築
工

事
・
電

気
設

備
工

事
・
機

械
設

備
工

事
等

の
工

種
が

２
以

上
複

合
し

て
い

る
工

事
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

工
種

毎
に

評
価

し
、

工
事

費
内

訳
に

よ
る

加
重

平
均

な
ど

の
方

法
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

そ
の

工
事

に
お

い
て

複
合

し
て

い
る

工
種

の
う

ち
、

規
模

が
小

さ
く
評

定
に

影
響

を
与

え
な

い
工

種
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
（
例

：
改

修
工

事
等

に
お

い
て

含
ま

れ
る

軽
微

な
附

帯
す

る
工

種
）

チ ェ ッ ク

エ ラ ー 有 工
事

比
率

考
査

項
目

Ⅲ
．

出
来

ば
え

細
  

別

全
体

的
な

完
成

度
が

適
切

で
あ

る
全

体
的

な
完

成
度

が
劣

っ
て

い
る

出
来

ば
え

が
劣

っ
て

い
る

。

全
体

的
な

完
成

度
が

優
れ

て
い

る
全

体
的

な
完

成
度

が
良

好
で

あ
る
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別
紙

－
２

細
目

別
評

定
点

採
点

表

項
目

細
別

細
目

別
評

定
点

得
点

割
合

1
.施

工
体

制
Ⅰ

施
工

体
制

一
般

(
)×

0
.4

＋
2
.9

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 3

.3
点

Ⅱ
配

置
技

術
者

(
)×

0
.4

＋
2
.9

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 4

.1
点

2
.施

工
状

況
Ⅰ

施
工

管
理

(
)×

0
.4

＋
2
.9

(
）
×

0
.4

＋
6
.5

(
）
×

0
.4

＋
6
.5

(
）
×

0
.4

＋
6
.5

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 1
3
.0

点

Ⅱ
工

程
管

理
(

)×
0
.4

＋
2
.9

(
）
×

0
.2

＋
3
.2

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 8

.1
点

Ⅲ
安

全
対

策
(

)×
0
.4

＋
2
.9

(
）
×

0
.2

＋
3
.3

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 8

.8
点

Ⅳ
対

外
関

係
(

)×
0
.4

＋
2
.9

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 3

.7
点

3
.出

来
形

及
び

出
来

ば
え

Ⅰ
出

来
形

(
)×

0
.4

＋
2
.8

(
）
×

0
.4

＋
6
.5

(
）
×

0
.4

＋
6
.5

(
）
×

0
.4

＋
6
.5

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 1
4
.9

点

Ⅱ
品

質
(

)×
0
.4

＋
2
.9

(
）
×

0
.4

＋
6
.5

(
）
×

0
.4

＋
6
.5

(
）
×

0
.4

＋
6
.5

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 1
7
.4

点

Ⅲ
出

来
ば

え
(

）
×

0
.4

＋
6
.5

(
）
×

0
.4

＋
6
.5

(
）
×

0
.4

＋
6
.5

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 8

.5
点

4
.工

事
特

性
Ⅰ

施
工

条
件

等
へ

の
対

応
(

）
×

0
.2

＋
3
.3

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 7

.3
点

5
.創

意
工

夫
Ⅰ

創
意

工
夫

(
)×

0
.4

＋
2
.9

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 5

.7
点

6
.社

会
性

等
Ⅰ

地
域

へ
の

貢
献

等
(

）
×

0
.2

＋
3
.2

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 5

.2
点

7
.法

令
遵

守
等

工
事

事
故

等
に

よ
る

減
点

総
合

評
価

に
よ

る
減

点

(
）
×

1
.0

0
点

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
1
0
0
点

8
.総

合
評

価
　

技
術

提
案

技
術

提
案

履
行

確
認

※
　

一
部

完
成

検
査

が
あ

っ
た

場
合

（
①

+
②

+
③

×
０

.５
+
④

×
0
.5

）
＝

細
目

別
評

定
点

（
一

部
完

成
が

2
回

以
上

の
場

合
は

③
を

平
均

す
る

。
）

　
　

一
部

完
成

検
査

が
な

か
っ

た
場

合
（
①

+
②

+
④

）
＝

細
目

別
評

定
点

※
　

得
点

割
合

は
、

細
目

評
定

点
の

合
計

に
対

す
る

得
点

の
割

合
を

百
分

率
で

示
す

。

※
　

総
合

評
価

技
術

提
案

は
、

技
術

提
案

の
履

行
が

確
認

で
き

な
い

場
合

は
、

『
不

履
行

』
を

選
択

す
る

。

④
検

査
員

（
完

成
）

工
事

名
：

履
行

　
不

履
行

　
対

象
外

①
担

当
監

督
員

②
総

括
監

督
員

③
検

査
員

（
一

部
完

成
１

）
③

検
査

員
（
一

部
完

成
２

）
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別
紙

-
３

事
務

所
名

：
●

●
課

　
　

年
　

　
月

　
　

日
　

～
　

　
　

年
　

　
月

　
　

日
監

督
員

名
：

□
□

　
□

□

①
「
施

工
プ

ロ
セ

ス
」
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

は
、

標
準

仕
様

書
、

契
約

書
等

に
基

づ
き

、
施

工
に

必
要

な
プ

ロ
セ

ス
が

適
切

に
管

理
さ

れ
て

い
る

か
を

監
督

員
等

が
確

認
す

る
。

②
チ

ェ
ッ

ク
欄

に
は

書
類

も
し

く
は

現
場

等
で

確
認

し
た

月
日

を
、

そ
の

内
容

が
適

切
で

あ
れ

ば
□

に
レ

マ
ー

ク
を

記
入

す
る

。
(必

要
に

応
じ

て
指

示
事

項
等

を
記

入
し

て
も

よ
い

。
)

③
備

考
欄

に
は

指
示

事
項

、
是

正
状

況
、

取
り

組
み

状
況

等
を

記
入

す
る

。

確
認

項
目

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
一

覧
表

（
チ

ェ
ッ

ク
の

目
安

）
着

手
前

完
成

時
備

考

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□
□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□

( 
 /

  
)

□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□

・
施

工
体

系
図

を
現

場
の

工
事

関
係

者
及

び
公

衆
の

見
や

す
い

場
所

に
掲

げ
て

い
る

。
（
施

工
時

の
当

初
、

変
更

時
）

・
施

工
体

制
台

帳
及

び
添

付
書

類
の

「
健

康
保

険
等

加
入

状
況

」
に

、
加

入
又

は
適

用
除

外
と

記
載

し
て

い
る

。
（
施

工
時

の
当

初
、

変
更

時
）

チ
ェ

ッ
ク

欄
　

　
　

　
（
指

示
事

項
等

）

・
建

設
業

退
職

金
共

済
証

紙
の

配
布

を
受

け
払

い
簿

等
に

よ
り

適
切

に
管

理
し

て
い

る
。

（
施

工
中

適
宜

）

○
施

工
体

制
台

帳
、

施
工

体
系

図
ま

た
は

作
業

分
担

に
関

す
る

資
料

○
品

質
・
安

全
管

理
体

制

○
建

設
業

退
職

金
共

済
制

度
・
掛

金
収

納
書

の
写

し
を

契
約

締
結

後
１

ヶ
月

以
内

に
提

出
し

た
。

（
契

約
後

、
増

額
変

更
後

）

施
　

工
　

中

○
建

設
業

許
可

標
識

・
「
建

設
業

退
職

金
共

済
制

度
適

用
事

業
主

工
事

現
場

」
の

標
識

を
現

場
に

掲
示

し
て

い
る

。
（
施

工
中

１
回

程
度

）

・
労

災
保

険
関

係
成

立
票

を
工

事
現

場
の

見
や

す
い

場
所

に
掲

示
し

て
い

る
。

（
施

工
中

１
回

程
度

）

・
建

設
業

法
に

定
め

ら
れ

た
標

識
を

正
し

く
記

載
し

、
公

衆
の

見
や

す
い

場
所

に
設

置
し

て
い

る
。

（
施

工
中

１
回

程
度

）

・
請

負
代

金
内

訳
書

を
契

約
締

結
後

１
０

日
以

内
に

提
出

し
た

。
（
契

約
後

）

２
．

工
　

　
期

３
．

受
注

者
名

 

・
品

質
及

び
安

全
計

画
に

見
合

う
管

理
体

制
が

確
立

さ
れ

て
い

る
。

（
施

工
計

画
書

提
出

時
）

考 査 項 目

細 別

１ 施 工 体 制

Ⅰ 施 工 体 制 一 般

「
施

工
プ

ロ
セ

ス
」
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
建

築
・
設

備
工

事
）

・
施

工
体

制
台

帳
及

び
施

工
体

系
図

を
現

場
に

備
え

付
け

、
か

つ
、

同
一

の
も

の
を

提
出

し
た

。
（
施

工
時

の
当

初
、

変
更

時
）

・
施

工
体

制
台

帳
に

下
請

負
契

約
書

等
（
写

）
（
再

下
請

業
者

を
含

む
。

）
を

添
付

し
て

い
る

。
（
施

工
時

の
当

初
、

変
更

時
）

・
施

工
体

系
図

ま
た

は
下

請
負

人
通

知
書

等
に

記
載

さ
れ

て
い

る
業

者
の

み
が

作
業

し
て

い
る

。
（
施

工
時

　
１

回
／

月
程

度
）

・
元

請
負

人
が

そ
の

下
請

工
事

の
施

工
に

実
質

的
に

関
与

し
て

い
る

。
（
下

請
工

事
が

あ
る

全
て

の
工

事
に

適
用

す
る

。
）

（
施

工
時

の
当

初
、

変
更

時
）

○
労

働
保

険
関

係
成

立
票

○
請

負
代

金
内

訳
書

１
．

工
事

名
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別
紙

-
３

確
認

項
目

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
一

覧
表

（
チ

ェ
ッ

ク
の

目
安

）
着

手
前

完
成

時
備

考

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□
□

□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□

( 
 /

  
)

□

( 
 /

  
)

□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□
□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□

○
設

計
図

書
の

照
査

　
等

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□
□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□
□

○
施

工
計

画
書

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□
□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□

○
下

請
負

者
の

把
握

○
専

門
技

術
者

の
　

配
置

2 施 工 状 況

Ⅰ 施 工 管 理

○
作

業
主

任
者

の
　

選
任

「
施

工
プ

ロ
セ

ス
」
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
建

築
・
設

備
工

事
）

チ
ェ

ッ
ク

欄
　

　
　

　
（
指

示
事

項
等

）

施
　

工
　

中

考 査 項 目

細 別

1 施 工 体 制

Ⅱ 配 置 技 術 者 ／ 現 場 代 理 人 ／ 監 理 技 術 者 ／ 主 任 技 術 者

・
技

術
者

と
し

て
の

要
件

が
資

格
者

証
等

に
よ

り
確

認
で

き
た

。
（
着

手
前

）

・
配

置
予

定
技

術
者

ま
た

は
現

場
代

理
人

等
通

知
書

等
に

記
載

さ
れ

て
い

る
技

術
者

が
本

人
と

同
一

で
あ

っ
た

。
（
着

手
前

）

○
現

場
代

理
人

・
専

門
技

術
者

を
選

任
し

、
配

置
し

て
い

る
。

（
施

工
計

画
時

、
施

工
中

適
宜

）

・
現

場
に

常
駐

し
て

い
る

。
(施

工
中

　
１

回
／

月
程

度
)

・
工

事
実

績
情

報
登

録
に

お
い

て
重

複
が

無
く
、

現
場

に
専

任
し

て
い

る
。

（
監

理
技

術
者

が
特

例
監

理
技

術
者

で
あ

り
他

工
事

現
場

を
兼

任
し

て
い

る
場

合
は

、
当

該
工

事
と

当
該

工
事

の
他

１
工

事
の

工
事

実
績

情
報

登
録

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
、

監
理

技
術

者
補

佐
の

専
任

に
つ

い
て

確
認

す
る

。
）
（
専

任
義

務
は

建
築

一
式

工
事

7
,0

0
0
万

円
以

上
、

そ
の

他
工

事
3
,5

0
0
万

円
以

上
）

(施
工

中
　

１
回

／
月

程
度

)

・
契

約
約

款
第

1
8
条

第
１

項
に

係
わ

る
設

計
図

書
の

照
査

を
行

っ
て

い
る

。
（
着

手
前

、
施

工
中

適
宜

）

・
静

岡
県

の
入

札
参

加
資

格
停

止
期

間
中

で
な

い
。

（
施

工
中

適
宜

）

・
事

前
に

監
督

員
の

確
認

を
受

け
、

契
約

締
結

後
等

の
1
0
日

以
内

(祝
日

を
除

く
。

)に
登

録
機

関
に

申
請

し
、

登
録

さ
れ

る
こ

と
を

証
明

す
る

資
料

を
、

監
督

員
に

提
出

し
た

。
（
契

約
後

、
変

更
後

、
完

成
時

）

・
作

業
主

任
者

を
選

任
し

、
配

置
し

て
い

る
。

（
施

工
計

画
時

、
施

工
中

適
宜

）

・
監

督
員

へ
の

通
知

、
報

告
、

申
出

等
を

書
面

で
行

っ
て

い
る

。
（
施

工
中

適
宜

）

・
施

工
計

画
や

工
事

に
係

る
工

程
、

技
術

的
事

項
を

把
握

し
、

主
体

的
に

係
わ

っ
て

い
た

。
（
特

例
監

理
技

術
者

の
指

導
に

よ
り

監
理

技
術

者
補

佐
が

適
正

に
実

施
し

た
場

合
も

、
監

理
技

術
者

が
実

施
し

た
も

の
と

し
て

確
認

す
る

。
）

(施
工

中
、

打
合

せ
時

)

○
監

理
技

術
者

（
主

任
技

術
者

、
監

理
技

術
者

補
佐

）
の

専
任

制
等

○
工

事
実

績
情

報

・
現

場
と

の
相

違
事

実
が

あ
る

場
合

、
そ

の
事

実
が

確
認

で
き

る
資

料
を

書
面

に
よ

り
提

出
し

て
確

認
を

受
け

た
。

（
着

手
前

、
施

工
中

適
宜

）

・
施

工
に

先
立

ち
、

設
計

図
書

等
の

内
容

を
反

映
し

た
も

の
を

提
出

し
た

。
（
着

手
前

、
変

更
時

）

・
記

載
内

容
と

現
場

施
工

方
法

が
一

致
し

て
い

る
。

（
施

工
中

適
宜

）
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別
紙

-
３

確
認

項
目

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
一

覧
表

（
チ

ェ
ッ

ク
の

目
安

）
着

手
前

完
成

時
備

考

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□
□

○
工

程
管

理
( 

 /
  

)
( 

 /
  

)
( 

 /
  

)
( 

 /
  

)
( 

 /
  

)
( 

 /
  

)
( 

 /
  

)
( 

 /
  

)
□

□
□

□
□

□
□

□

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□
□

○
安

全
活

動
( 

 /
  

)
( 

 /
  

)
( 

 /
  

)
( 

 /
  

)
( 

 /
  

)
( 

 /
  

)
( 

 /
  

)
□

□
□

□
□

□
□

○
仮

設
備

点
検

等
( 

 /
  

)
( 

 /
  

)
( 

 /
  

)
( 

 /
  

)
( 

 /
  

)
( 

 /
  

)
( 

 /
  

)
□

□
□

□
□

□
□

○
関

係
機

関
等

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

( 
 /

  
)

□
□

□
□

□
□

□
□

２ 施 工 状 況

Ⅰ 施 工 管 理

「
施

工
プ

ロ
セ

ス
」
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
建

築
・
設

備
工

事
）

考 査 項 目

細 別

チ
ェ

ッ
ク

欄
　

　
　

　
（
指

示
事

項
等

）

施
　

工
　

中

○
施

工
管

理
・
建

築
材

料
、

機
材

の
管

理

・
出

来
形

、
品

質
管

理

○
建

設
副

産
物

及
び

建
設

廃
棄

物
・
受

注
者

は
、

産
業

廃
棄

物
管

理
票

（
マ

ニ
フ

ェ
ス

ト
）
に

よ
り

適
正

に
処

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

、
監

督
員

に
提

示
し

た
。

（
施

工
中

適
宜

）

・
建

築
材

料
、

機
材

に
関

す
る

資
料

の
整

理
及

び
確

認
が

な
さ

れ
て

い
る

。
（
施

工
中

適
宜

）

・
日

常
の

出
来

形
、

品
質

管
理

が
適

時
、

的
確

に
行

わ
れ

て
い

る
。

（
施

工
中

適
宜

）

・
関

係
機

関
等

と
の

調
整

等
を

実
施

し
、

記
録

が
あ

る
。

（
必

要
に

応
じ

、
下

記
の

内
容

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
。

)
①

関
係

官
署

（
施

工
中

適
宜

）
②

近
隣

住
民

・
入

居
官

署
等

  
 （

施
工

中
適

宜
）

③
関

連
工

事
等

（
施

工
中

適
宜

）

・
仮

設
備

点
検

等
を

実
施

し
、

記
録

が
あ

る
。

（
必

要
に

応
じ

、
下

記
の

内
容

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
。

)
①

過
積

載
防

止
対

策
（
施

工
中

適
宜

）
②

機
械

・
車

両
等

点
検

整
備

等
（
施

工
中

１
回

／
月

程
度

）
③

重
機

操
作

時
安

全
点

検
記

録
等

（
施

工
中

適
宜

）
④

山
留

め
、

仮
締

切
等

の
点

検
及

び
管

理
記

録
　

（
施

工
中

適
宜

）
⑤

足
場

、
支

保
工

の
組

立
完

了
時

・
使

用
中

の
点

検
及

び
管

理
記

録
（
施

工
中

適
宜

）

Ⅳ 対 外 関 係

・
再

生
資

源
利

用
計

画
書

及
び

再
生

資
源

利
用

促
進

計
画

書
を

所
定

の
様

式
に

基
づ

き
作

成
し

、
施

工
計

画
書

に
含

め
提

出
し

た
。

（
施

工
中

適
宜

）

Ⅱ 工 程 管 理

・
施

工
前

に
各

種
工

程
表

を
提

出
し

て
い

る
。

（
着

手
前

、
施

工
中

適
宜

）

・
工

程
の

把
握

に
努

め
、

必
要

に
応

じ
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

行
っ

て
い

る
。

（
施

工
中

適
宜

）

Ⅲ 安 全 対 策

・
安

全
活

動
を

実
施

し
、

記
録

が
あ

る
。

（
必

要
に

応
じ

、
以

下
の

内
容

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
。

)
①

災
害

防
止

協
議

会
等

（
施

工
中

適
宜

）
②

店
社

パ
ト

ロ
ー

ル
（
施

工
中

１
回

／
月

程
度

）
③

安
全

教
育

、
訓

練
等

（
施

工
中

適
宜

）
④

安
全

巡
視

、
T
B

M
、

K
Y
等

（
施

工
中

適
宜

）
⑤

新
規

入
場

者
教

育
（
施

工
中

適
宜

）
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